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加国選手⋞チームの練習合宿誘致について

１．臨時職員などの賃金の見直しは

４ ４ 圓岡 伸夫 ２. 中山小学校西側の道路の拡幅を

３. より良い公共工事をするために

１．官民協働のまちづくりとは
５ 12 吉原 美智恵

２．思い切った子育て支援を

６ １ 加藤 紀之 １．続⋞ジェネリック医薬品について

７ ５ 遠藤 幸子 １．まちづくりとまちづくり地区会議について
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午前９時３０分開議

○議長（野口 俊明君） おはようございます。

ただいまから２日目の定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

初めに、町長から発言訂正の申し出がありますので、これを許します。
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町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい、お答えします。

この場で失礼いたします。１２月の６日に行いました提案理由説明の中で間違いがご

ざいましたので、訂正のお願い申し上げたいと存じます。

訂正する箇所につきましては、議案第１４２号平成２５年度大山町索道事業特別会計

補正予算（第１号）についてでございます。

その中で、第１９款、県内のスキー場及びスキー場を有する自治体で構成する鳥取県

スキー場所在町連絡会において、県内のスキー場が連携をして県内にＰＲするために負

担金を４万５，０００円計上しておりますというぐあいに発言をいたしたところでござ

いますが、「県内」という部分の訂正でございます。正しくは「県外」へ、県外にＰＲ

するために負担金を４万５，０００円計上いたしておりますということでございますの

で、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。時間をいただきましてありがとう

ございます。

○議長（野口 俊明君） ただいま町長より申し出のとおり、訂正することに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（野口 俊明君） はい、異議なしと認めます。よって、申し出のとおり訂正いた

します。

⋞ ⋞

日程第１ 請願第３号

○議長（野口 俊明君） 日程第１、請願第３号「特定秘密保護法」制定に反対する請願

書の取り下げの件を議題といたします。

請願者から、平成２５年１２月９日付をもって請願書の取り下げ願が提出されて、さ

れました。

お諮りします。ただいま議題となっております請願第３号「特定秘密保護法」制定に

反対する請願書の取り下げの件については、これを承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（野口 俊明君） 異議なしと認めます。したがって、請願第３号「特定秘密保護

法」制定に反対する請願書の取り下げの件については、これを承認することに決定しま

した。

⋞ ⋞

日程第２ 一般質問

○議長（野口 俊明君） 日程第２、一般質問を行います。

一般質問を通告された議員が１４人ありましたので、本日とあすの２日間行います。
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よろしくお願いいたします。

通告順に発言を許します。

１５番、西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） はい。おはようございます。

今回は、２問質問をいたします。

最初の質問を朗読します。

１つ、同和問題の正しい理解のためにであります。

部落差別をなくすことは、部落の人々は言うまでもなく日本社会全ての人々の責任で

もあり、幸福の実現でもあります。差別書き込みや差別情報の氾濫など、インターネッ

ト上の差別事件、人権侵害の状況を踏まえ、高度情報化時代における差別事件の実態と

対応策を考えなければなりません。

１つ、部落差別の現実の５領域に対する取り組みはどう進めているか。

２つ、「旧同和地区」などという表現に出会うことがあります。同和行政放棄へとつ

ながる危険なものであります。行政の立場は。

３つ、部落問題に関する憲法、法律等をどう受けとめていますか。

４つ、同和教育と人権教育のかかわりはどうでありますか。

５つ、去る３月に町長名を語る部落差別を助長する差別はがき事件がありました。差

別性の分析はどうなっておりますか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。おはようございます。

それでは、西山議員のまず最初の質問でございます同和問題、正しい理解のためにと

いうことにつきまして御質問にお答えをさせていただきたいと存じます。

まず、５点の質問をいただきました。その中での４点目の同和教育と人権教育のかか

わりはということの質問につきましては、後ほど教育委員会よりお答えをさせていただ

きますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。

まず、部落差別の現実の５領域に対する取り組みをどう進めているかということにつ

いてであります。

まず、５領域の考え方については諸説あるところでございますが、ある専門家の考え

方によりますと、１点目に住民の意識の中になお広く存在している部落に対する偏見や

忌避の意識などの差別意識、２点目に住環境や教育、就労など部落の生活のさまざまな

側面における低位な部落の生活実態、３点目に部落差別意識が態度や行動となってあら

われた差別事件、４点目に部落出身者がいないところでの日常生活の中での意識が会話

や態度などによって顕在化した部落外の加差別の生活実態、５点目に被差別の現実は部

落の生活実態にあらわれるだけではなく、心の中に癒しがたい傷となって刻まれている
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という心理面での被差別の現実と捉えられているところであります。

なお、これらに対する取り組みでございますが、１点目の差別意識、４点目の部落外

の加差別の生活実態に対しましては、みんなの人権セミナーや人権同和教育研究大会、

継続して続けております小地域懇談会などの教育啓発活動の取り組みであります。

２点目の部落の生活実態に対しましては、同和対策事業などによります同和地区の生

活実態の改善施策の取り組み。３点目の差別事件に対しましては、運動団体による糾弾

⋞学習や法務省など人権擁護行政による人権侵犯処理の取り組み。また５点目の心理面

での差別の現実に対しましては、当事者への心のケアや意識調査、実態調査あるいは被

差別体験の聞き取り調査などによって差別の現実を明らかにし、学習⋞啓発活動などの

取り組みとして進めているところでございます。

次に、「旧同和地区」などという表現について、行政の立場ということについてでご

ざいます。

平成１４年（２００２年）に同和対策事業が終了したことにより、一部で旧同和地区

という呼び方をされておりますが、特別対策としての事業法は終了いたしましたが、法

の終了とともに部落差別や同和地区がなくなったということではなく、本町におきまし

ても毎年差別事象が発生するなど、依然として部落差別は現存しているところでありま

す。

同和対策審議会答申は、部落差別が現存している限りこの行政は積極的に推進しなけ

ればならないと指摘をし、また平成８年、地域改善対策協議会意見具申は、現行の特別

対策の期限をもって一般対策へ移行するという基本姿勢に立つことは、同和問題の早期

解決を目指す取り組みの放棄を意味するものではない。今後の施策ニーズには必要な各

般の一般対策によって的確に対応していくということであり、国及び地方公共団体は一

致協力して残された課題の解決に向けて積極的に取り組んでいく必要があると述べてい

るところであります。その指摘は今日においても同様でございまして、本町としても部

落差別を初めとするあらゆる差別の解消に向けて、積極的に各種の事業、施策に取り組

んでまいりますし、取り組んでいるところでもあります。

３点目の部落差別に関する憲法、法律などをどう受けとめているかということについ

てであります。

同和問題は、憲法に保障された基本的人権にかかわる重要な問題であります。人類普

遍の原理であります基本的人権の保障、これは憲法第１１条によって宣言をされ、第１

４条は全ての国民が法のもとにおいて平等である、そして差別されないことを宣言いた

しております。この理念は、永久の権利として将来にわたり国民に与えられるものであ

ります。

また、あらゆる場で国、地方公共団体、地方自治体、国民の責務として人権教育啓発

を推進するための人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、県では鳥取県人権尊重の

社会づくり条例、本町におきましては大山町人権尊重の社会づくり条例を定め、差別の
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ない真に人権が尊重される社会づくりに関する施策を積極的に推進することを規定して

います。これらの法律などの理念を尊重して、差別のない真に人権が保障される人権尊

重のまちづくり、これを進めてまいります。

５点目でありますが、去る３月に部落差別を助長する差別はがき投函事件について、

差別性の分析はどうなっているかということについてであります。

ことしの６月の定例議会で、西山議員より御質問いただきました。その答弁の中で、

今後の取り組みについて専門家に分析を依頼をし、結果から見えてくる課題などを今後

の学習、啓発事業、生かしていくという旨の答弁をさせていただいたところであります。

その後、専門家による分析を依頼いたしましたが、分析するに当たりましては今回の

差別はがきにかかわる事象だけではなく、近年連続して差別事象が発生をしている背景

についても依頼をいたしたところであります。これまで発生をいたしました差別事件の

背景について、要約して４つの点について御指摘をいただきました。

１点目に、いまだに根強い差別意識が依然として存続している。２点目に、格差の拡

大、経済情勢が大きな背景。３点目に、差別を温存、容認するような社会の風潮や傾向

が存在している。４点目に、公的な機関による差別解消の積極的な啓発、施策が必要の

４点であります。現在取り組み中であります人権⋞同和問題小地域懇談会におきまして

も、報告をさせていただいているところでもあります。

御指摘いただきました点につきましては、今後の各種施策で具体化を図ってまいりた

いと存じます。また、人権施策として啓発などの取り組みの強化だけではなく、総合的

な施策の中で課題の解決を図らないと、根本的な解決には至らないのではないかという

指摘もいただいているところであります。

以上で私のほうからの答弁を、にかえさせていただきます。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。おはようございます。

ただいまの西山議員さんの同和問題の正しい理解のためにについての５項目にわたる

御質問のうち、４番目の同和教育と人権教育のかかわりはについてお答えをいたします。

人権教育とは、人権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動であると定義をした平成

１２年の人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、その施行に伴い、その基本計画は

平成１４年に制定をされましたが、その中の人権課題の一つとして同和問題が位置づけ

られております。この同和問題を正しく捉え、理解し、部落差別を含めてあらゆる偏見

や差別の解消を目指して取り組んでいく人間を育てることが、同和教育であるというふ

うに考えております。

そして、この同和教育は同和問題の解決を基本課題としながら、あらゆる人権課題の

解決を図るべく長い年月にわたって展開をされてきており、今後も人権教育全般を推進

していく上でその牽引役となる重要な位置づけがなされるものと考えております。

－３１－



現に鳥取県では、その人権教育基本方針の中でこれまで取り組まれてきた差別をなく

していく仲間づくりなどの同和教育が築いてきたものや、差別の現実から深く学ぶなど

の同和教育の原則を踏まえた人権教育の推進を目指すとしており、本町でも同様の考え

のもと、町長部局、教育委員会、そして人権⋞同和教育推進協議会、この三者がしっか

りと連携をして人権教育の推進を図っております。以上でございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 私の質問はですね、あることをないことにするなという

副題がつきます。部落差別を初めあらゆる差別がありますのに、あたかもないかのよう

に寝た子を起こすなという考えがまだあるのです。そういうことで、あることをないこ

とにするなということですよ。あることをないと言ったらうそになるんですよ。子供が

悪いことをすればいけませんよと、うそをつけばいけませんよというのがね、人間の姿

勢です。あることをないことにするな。差別が厳然と存在しているわけですから、これ

を取り組むという姿勢を町長、教育委員会の発言でわかりました。大体筋としてはいい

のですが、時間の関係でしょうが、少し突っ込みが足りないなと思っております。

まず最初に言っておりますが、言っておきますが、寝た子を起こすなということは頭

を隠して尻隠さずということになるわけです。

もっと言えば、人間の尊厳を否定し差別に忍従を強いるものです。この考え方が差別

を生み出しておることです。寝た子を起こすなということが間違いだということが、町

長も教育委員会もそれをちゃんと規定として、法の差別のある限り施行していくという

ことですからいいのですが、ここで聞きたいことはですね、大体、まず５領域について

もそのとおりです。５領域についてもそのとおりです。

ここでね、私はね、先般議会が議員と町民と語る会というのを、議員と語る会という

のを行っていますけども、小地域懇談会等でこの小地域懇談会なんかやめなさいという

ふうな方が中山地区の議員と語る会に来て発言をしていました。それで私も中山地区の

方にですね、聞きました。どういうことだったんですかと言いましたら、そこの地区の

方は８名ぐらい集まっていたんだそうですが、中山、旧中山町は非常にいい働きしてく

れてるわけですね。中山中学校の卒業生、教師の皆さんが、あれは何ですか、劇団をつ

くって鳥取県で今本当にすばらしい活動をしていただいております。その現在中山地区

で中学校のＯＢ、先生方の集まりと地区の方、町民の方がやっております方の代表の方

が、その町長、教育長、その発言を間違っておるというですね、大きく叱りつけたとい

うことです。やっぱりこういう会合がなければならないと思うんですよ。言いたい放題

言いたい放題。部落差別がないのにやっておるとかというふうな言い方にですね、地区

の方も、すだちですか、劇団を主宰している方が、間違いですよ、こういう言い方をし

た町民がですね、旧中山地区にいたということで非常に意を強くしておるところであり

ます。

－３２－



さて、時間がありませんのでどんどん進みますけどもね、旧同和地区なんていう言葉

はね、とんでもない話ですよ。同和地区という言葉を使ってもいいんですよ。同和地区

というのはね、同和という言葉ができたのは昭和１７年、太平洋戦争のさなかに日本国

民、日本全体が戦争をしていると。その戦争をしておるときにですね、差別なんかをし

たらいけない。天皇の名のもとに、みんなが、国民が仲よくして一致団結、国民が一丸

となろう。これが同和の言葉の走りなんです。ですから、同和行政というのは行政用語

で国がつくった言葉なんですよ。しかも天皇をトップとして国が一体とならなければな

らないから、みんな仲よくしましょうという話が出たのが同和の起こりなんですね。

それでよく間違えておる人がいますけどね、同和地区というのはね、行政用語でそう

です。しかし、特別措置法は同和事業を対象とする地域というのが本当なんですね。同

和対策事業を進める地域を、行政が大山町なら大山町、名和は名和、中山は中山、全体

にしたらとても予算もありませんので、同和対策事業を行う地区を決めたんですよ。こ

れが同和対策事業の仲間なんです。

同和対策事業というのは事業法で国がつくった歴史的、社会的な差別だから、地方自

治体に余り負担をかけてはいけないと。国ができるだけの予算をつけるからやってくだ

さいという事業法なんです。たった５条にかかわる民主解放です。その中には、起債は

貸せますと。そして、有利な起債ですから交付税として返している。こういう事業法だ

ったんですね。同和教育で差別をなくしなさいということは、一つも書いてない。それ

を勘違いしてですね、特別措置法の事業法がなくなったから法がなくなったというふう

に大いに誤った考え方してるんです。それが旧同和地区という間違いになってきており

ます。

そこで、憲法とか法律のことを聞きましたが、ここはもう少しですね、勉強していか

ないといけないと思っていますよ。

あのね、今、グローバルな社会です。世界中の中に存在しています。法律は３層性と

言っとるわけですね。国連のもの、国のもの、自治体のもの、この３層性から成って我

々の人権というのが守られておるんです。

もう一つ、国連にかかわるものの、国連にかかわるものの差別をなくす法律はどのよ

うに行政はお考えですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○人権推進課長（松田 博明君） 議長、人権推進課長。

○議長（野口 俊明君） 松田人権推進課長。

○人権推進課長（松田 博明君） ただいまの西山議員の御質問にお答えいたします。

国際的にかかわるものということで、国連で定めた各種の条約、批准されたものがあ

ろうかと思います。当然この辺は尊重しながら、国内法のいわゆる憲法であるとかその
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他の法律についても国連で採択されるものについても尊重しながら、人権の尊重づくり、

まちづくりに進めてまいりたいというふうに思っております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） それから国内法のことでね、ちょっと説明が不足だった

ですよ。

まずね、部落問題解決のための法的根拠を上げるとすれば、まず日本国の憲法が当た

りますね。それは１１条、１３条、１４条です。ここ、ちょっと１４条を力説しておき

ます。

法のもとの平等では、「すべての国民は法の下に平等であって、人種、心情、性別、

社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない」。

いいですか、法律に門地という言葉が出ておるんです、門地。これ門地というのはです

ね、家柄とかですね家の格という意味ですから、同和地区ということがこの門地が入っ

てるんですよ、皆さん。いいですか、１４条の中に門地という言葉が出ているんです。

門地は部落差別ということですよ。したがって、法のもとの平等の中に門地というのが

出たと。このことを十分にですね、ここで確認しといてください。それから、２２条は

職業選択の自由、２４条は婚姻の自由、２６条は教育を受ける権利、２７条は勤労の権

利など諸条約がありますがね、これを保障されています。

ここで、もう一つ言っておきます。憲法の第９７条というのがあるんですよ。この９

７条はですね、基本的人権の本質です。「この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、

人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であって、これらの権利は、過去幾多の試練

に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託された

ものである」と明言しております。で、部落差別という社会的差別は決して許されない

ことを憲法が定めた大事なことがこの９７条なんですよ、９７条。これ一つ、よく考え

てほしいと思います。

どうですか、９７条にこういうことが定めてありますということの御認識を肝に銘じ

ていただきましたか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。そのような思いの中でこのたびの、このたびといいます

か、人権教育あるいはさまざまな施策の取り組みを進めているというところであります。

御理解を願いたいと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 国連はですね、人権関係諸条約をですね、ことしの５月

１４日現在で３２あります。その中で、日本が締結をしたのが１３ぐらいあるんだそう
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ですよ、１３ぐらいあるんだそうですよ。

そこでですね、これこういうふうに答えてほしかったんですよ。３層性と言ったでし

ょ。グローバル、国、地方自治体、この中にですね、１９９５年に締結した人種差別撤

廃条約では、いいですか、人種差別を単に皮膚の色という狭い意味にとどめず、世系、

世の中の世系、民俗⋞種族的自由に基づく差別をも含むものと定義されており、世系は

日本の部落差別が含まれているということは国際的に認知されているということですよ。

ねえ、管理職の皆さん。国のほうでも、部落差別を世系、代が世につながることとして

認めておるわけですね。憲法でもですね、９７条でそう言っとるわけですよ。

それから、鳥取県も条例つくっています。大山町もですよ、大山町人権尊重の社会づ

くりの条例というものをきちっとつくっておるわけですね。この中には、こういうこと

が書いてありますよ。町内に暮らす全ての者の責務。町内に住んでおる人はです、町内

に暮らす全ての者は相互に人権を尊重し、みずからが人権の尊重づくりの担い手である

ことを認識し人権意識の向上に努めるとともに、町が実施する人権施策に協力しなけれ

ばならないと言っています。そして、いいですか、目的のところには同和問題、女性問

題、障害者の問題ですね、あらゆることを取り組みましょうと言っておるわけです。あ

らゆることを取り組みましょうと言っています。

それなのに、議員と語る会等で同和問題はいいかげんにしてくださいよという声があ

るから、これを議会の声として上げようかというふうな人もいたのではないかなと思っ

ていますよ。そういうことを議会が認めるわけじゃないですね。条例違反の言葉をして

はいけません。ね、憲法違反の言葉をしたらいけません。国連が決めておる人権条約の

違反をしたらいけません。女性差別を初め身体障害の差別を、これらあらゆるものをな

くしましょうという条例があるんです。ね、我々も管理職の皆さんもこのようなことを

よく考えてください。

それから、事業を行うのにですね、専門的にはですね、実定法上の法律によって行う。

実定法上の法によって行う。これどう御認識ですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。よく勉強してきていただいておる西山議員の言葉から述

べていただきたいなと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。あのね……。

○議長（野口 俊明君） 議長の許可を得てください。

○議員（15番 西山富三郎君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） やっぱりね、実定法上というのはあらゆる法律に裏づけ

をされて事業が進むということなんですよ。だから国連が決めていますね。それから、

憲法が決めています、条例が決めています。こういうむやみやたらにですね、むやみや
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たらにやっているんじゃないですよ。そういう法律に裏づけられ、現実をちゃんと見据

えてやっております。それが行政の責任ですので、専門的には実定法上という言葉があ

りますので、そのようなことでやっぱり現実があればそれに取り組んでほしいと思うわ

けですけど、どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。そのような思いで取り組んでいきたいと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 教育委員会、部落差別の現実に学ぶということをどう認

識しておられますか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいまの御質問につきましては、教育長よりお答えを

いたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） この同和問題を考えるときに、常に言われてきた言葉でござ

います。やっぱり御存じのように、議員御存じのように１９６５年、昭和４０年に同和

対策審議会の答申が出ました。もうあれから大分の時間がたっております。だけど鳥取

県におきましても、まず一番それを受けてやったのが同和教育に対する基本方針を県が

つくり、それにのっとってやってきたという歴史があります。その中で、今言われまし

たように差別の現実から深く学ぶということ、児童生徒の生活実態、一番最初の言葉は、

きょうもあの子が教室にいないという先生方の言葉から発した言葉だと思っております。

その生活背景をよく考えて、教育課題を明らかにしていこうということがまず一番の取

り組みだろうと思います。以上です。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 教育長がお答えのとおり、この同和教育というのは部落

差別を中心にし、あらゆる差別のない社会を目指して全ての子の学習権の保障を追求し、

仲間づくりを進め、学力や真理の保障を目指して取り組んできたんです。幅広い教育活

動であったと思います。ね、幅広い教育活動。教育長の認識を伺います。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。では、ただいまの御質問は教育長よりお答えいた

します。
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○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 議員お見込みのとおりだと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 文部科学省はね、人権教育という言葉とともに同和教育

という言葉を使っていますね。委員長、文部科学省は、人権教育とともに同和教育とい

う言葉も使っています。で、ここの中では、お互いの特徴を学びつつ日本の教育が発展

し、全ての子供の人権保障の達成、保障が達成することが課題であると。ね、あなた方

が御専門のとおりですよ。同和教育という言葉を使っています。人権教育という言葉を

使っています。全ての子供が、全ての子供の人権保障が達成させることが課題だと言っ

ております。この課題に取り組んでおると思いますが、教育長、こういう認識でいいで

すか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいま西山議員さんがおっしゃいましたこと、同和、

人権教育のその基本は同和教育にあると思っておりますし、それからこれはあらゆる教

育のその基本のところにあると思っております。人間を大切にしていじめをなくす、仲

間づくり、そういう学校をつくっていくことがやはり大切だというふうに思って、どの

学校現場でも真剣に人権教育に、同和教育を基本とした人権教育に取り組んでいるとい

うふうに認識をいたしております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 次の質問もありますのでそろそろまとめに入りますが、

部落が解放された姿、西山議員はやたらに部落差別だ、差別があると言っておるが、そ

れじゃどんな社会を目指しておるんだいと。ね、みんなが思うわけですから、わかりや

すく言っときましょう。

水平社宣言はね、「人の世に熱あれ、人間に光あれ」と言っとるわけですね。これは

ね、人間というものは尊敬し合うべきものだ。お互いが助け合うべきものだ。手をつな

ぎ肩寄せ合って、支え合っていこうという国をつくろうということを訴えてるんですよ。

これに反論することないと思う。わかりやすく言えばね。私は何が言いたいか、解放運

動をする人が何を言いたいかというと、人の世に熱あれ、人間に光あれ。人間は尊厳さ

れるべきものだ、尊敬されるべきものだ。お互いに手と手をとり合って、肩寄せ合って

人がましく明るい世の中、差別のない世の中をつくるというのが私の信念だし、この信

念をですね、否定する町民はいないと思いますよ。それが人の世に熱あれ、人間に光あ

れということなんです。
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もっと学説的に言えば、世界人権宣言の第２条にいろいろ書いてあります。ですから、

人の世に熱あれ、人間に光あれということはお互いに手をとり合って仲よく支え合って

生きようということと、もう少し詳しく言えば世界人権宣言の第２条ということだと御

認識してほしいと思います。

それで部落差別のなくなった姿をですね、旧同和地区と言うけど、言ったって構いま

せんけど、よく考えて言ってくださいよ。とにかく私は部落の出身の西山ですと。うち

の子も女の子が１人と男の子が２人います。紛れもない同和地区から生まれた人間です

と。こう言っても差別されない社会をつくることなんですよ。ふるさとを語っても、私

は鳥取県西伯郡大山という国立公園大山、あの麗しい大山の麓の庄内平野に住んでいる

西山ですよ。そこは大山町のこういう部落です。こう言ったって、ああ、そうですかと

いって、自分の出身を語っても、地区を語っても差別されない社会をですね、やる、つ

くろうということでね、つくろうということでですね、取り組んでいるんですよ。人と

ともに肩寄せ合って仲よく、本当に明るい大山町をつくろうじゃないかという考えなん

ですけども、町長、そのお考えに熱い思いをお持ちでしょうね。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。西山議員より、たくさんのお話をいただいたところであ

ります。

まちづくりを進めるに当たっても、あるいは教育に当たりましても、やはり一人一人

の存在、一人一人が本当に認められて幸せに生き抜いていくそうした社会、そうしたも

のが当たり前であれる町でなければならないと思っております。そのために人権に対し

の啓発、あるいはいろいろおっしゃいましたけれども、やっぱりたくさんの方々にこの

時間をかけて、継続をして理解をしていただき、あるいは気づいていただいて、そうし

た方々をさらにさらに広げていく、あるいは思いを深くしていただく。そうした中での

まちづくり。特に昨今、おっしゃいましたように情報通信、インターネット、いろいろ

な場面での今まで以上の情報が短期間に世界中に飛び交うような時代に入ってきており

ます。そういう意味合いでも一人一人の人権をしっかりと尊重して、そうした情報の中

でも生かされていく、そうした世の中でなければならないと思っているところでありま

す。一緒にそういった思いを持って取り組みが進めていけたらなと思っております。よ

ろしくお願いします。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 私、この質問するに当たっては、大山支部の支部長、運

営委員長、うちの支部長、運営委員長、中山地区の支部長、運営委員長と相談をしてお

ります。本当に差別はがきは大変でした。本当にね、部落差別というものはですね、我

々だけが苦労するんじゃない。国民全体が苦労するんですね、本当に。あの分析でいい
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と思います。私は３地区の人と協議しておりますので、この会議が終わりましたら３地

区の人は相談をして、町長も明確に差別はがきを分析したと。差別のない立派なまちづ

くりに、大部落ですから、大山地区、名和地区、中山地区の立派なまちづくりに進めて

いこうということをですな、約束しておりますので、実行に移したいと思っております。

そこで、やっぱり支え合って生きる町、肩寄せ合って生きる町をつくらなければなり

ません。ばかな差別は打破していかなければなりません。毅然とした態度で差別をなく

す側に立つのか、助長する側に立つのか。差別事件があればですね、これはいけないと

いう憤り、怒り持たなきゃならないのですよ。いけませんわというふうなやわらかい考

えじゃいけないですね。腹が立つ、けしからん、許せん、この姿勢が感性ですわ。人間

は感性が大事ですよ。少し勉強しておるからね、いろいろな本を読んでおるだけではだ

めんなんです。人と人と肌と肌を触れ合って、この感性を養っていくことが大事だと思

いますが、町長、感性を十分発揮してください。どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。感性をさらに磨いてまいりたいと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 時間が過ぎましたので、２番目の質問に入ります。

障害者差別解消法制定の意義と今後の課題。２０１３年６月１９日、障害を理由とす

る差別の解消の推進に関する法律が参議院で可決成立。全会一致。２０１３年６月２５

日に公布され、一部を除き２０１６年４月１日に施行されます。この法律は障害者の権

利に関する条約の批准に先立ち、国内法を整備するために制定された同条約が理念とす

る共生社会の創造にこの法律がどの程度寄与できるか注目されています。

１つ、立法の背景と経緯。２つ、障害者差別解放の概要は。３つ、障害者差別解放の

意義と課題は。４つ、障害者差別解消法の施行に向けた課題は。５つ、鳥取県で２０１

４年７月から１１月に全国障がい者芸術⋞文化祭が開催されます。自立と社会参加を促

進することが目的で、「障害を知りともに生きる社会」の大会がテーマであります。期

間中は特別支援学校祭や全国から集まった芸術文化作品の展示、鑑賞などが県内各地の

文化施設で行われます。大山町のかかわりはどうでありますか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。西山議員より、２つ目の質問であります障害者差別解消

法制定の意義と今後の課題ということにつきましてお答えをさせていただきたいと存じ

ます。

まず、１点目の立法の背景と経過についてでございます。
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これは２００６年（平成１８年）、国連総会で採択をされ、翌２００７年、平成１８

年になりますが、あ、平成１９年になりますが、日本政府が署名をいたしました障害者

の権利条約批准のための国内法整備の一環として制定されたものでございまして、国内

では平成２３年に改正障害者基本法が、そして２０１２年になりますが、平成２４年に

は障害者自立支援法の改正などが行われて、このたびの障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律、略称障害者差別解消法の成立に至ったところであります。

改正障害者基本法には、平成２１年に設置をされました障がい者制度改革推進本部が

大きな役割を果たしてまいりました。この推進本部が改革を実現するため設置した障が

い者制度改革推進会議の構成員の半分以上は障害のある方たちで、障害者自身が自分の

ことは自分で決めるという思いと、粘り強い運動が法律の制定を促した大きな背景であ

るとも言われております。

２点目のこの法律の概要はということについてであります。

１つ目に、１点目に国の行政機関や地方公共団体など及び民間事業者による障害を理

由とする差別、これを禁止すること。２点目に、行政機関に対し過重な負担でない限り、

社会的障壁の除去につき合理的な配慮をする義務を課すこと。３点目に、解消を差別す

るための取り組みについて、政府全体の基本方針及び行政機関ごと、また分野ごとにガ

イドラインを作成すること。４点目に、相談及び紛争防止のための体制の整備や啓発活

動などの障害を理由とする差別を解消するための支援措置などについて定めているとこ

ろであります。

次に、この法律の意義についてでありますが、名称に「差別」が入っている日本で初

めての法律であるということ、国内におきまして障害を理由とする差別を禁止する初め

ての個別法が成立したということでございまして、課題は行政機関に対して合理的な配

慮が義務になっているのに対しまして、民間事業者には努力義務にとどまっているとい

うことや、権利侵害の救済機関として新たな人権救済機関を設けず、既存の紛争解決の

仕組みを解決、既存の紛争解決の仕組みを活用することになったことなどが指摘されて

いるところであります。

また、施行に向けた課題といたしましては、過重な負担でない限り社会的障壁の除去

につき合理的な配慮をすることと義務づけているところではありますが、過重な負担と

そうでない場合との境界が曖昧であるということや、差別の定義が明文化されていない

ことから、これらが今後示されることとなっている政府の基本指針やガイドライン、ガ

イドラインにどのように反映されるかということなどが上げられます。

また、この法律の制定は、あらゆる分野での障害者差別撤廃に向けた貴重な第一歩で

あります。ただし、この一歩を生かすため、法制定後３年以内の監視活動も重要となっ

てくるため、当事者が監視できるシステムづくりも課題であります。

最後に、来年の鳥取で開催をされる第１４回全国障がい者芸術⋞文化祭とっとり大会、

これへの本町のかかわりでございますが、障害者の芸術⋞文化活動の成果が広く紹介さ
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れる予定になっておりますので、本町としても広報活動など取り組みを進めてまいりた

いと存じます。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） けさの日本海新聞を見ますと、平井知事さんがですね、

コメントしております。全国障がい者芸術⋞文化祭とっとり大会が７月から１１月にか

けて県内で開催します。平井知事はきのうの県議会の本会議で、早ければ１月中に県庁

に全国障がい者芸術⋞文化祭課を新設する考え方を示しておるようです。あの平井知事

さん、非常にもうね、言葉といいますか、世界の言葉をよく知っています。また言葉、

ここでもその言葉を使ってるようです。光の中をたった一人で歩くより、闇夜であって

も一人の友人と歩くほうがいい。この言葉を引用し、健常者と障害者が手をとり合って

生きていくことを私たちの社会から実現したい。そして大会をですね、成功させたい。

このように話しております。

ならし期間、町長、ならし期間がありますね、法の執行までに。ならし期間に大山町

はどういう取り組みするんですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。けさの新聞まだちょっと読んでおりません。状況よくわ

かりませんけども、いずれにしても県と連携をしながら取り組みを進めてまいれたらと

いうぐあいに思っておるところであります。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 実は私、ある研究集会に出まして、この障害者差別法と

いうことを講義を受けたんです。講義受けたんです。で、私もああ本当だなと思って体

にしみましてね、一般質問をしようと思いました。

私の考え方と答弁の考え方と一致しております。それでこのね、スローガンは、障害

者の方の、方だけによって出てきたと。その働きは、障害者の方のスローガンは「私た

ちのことを私たち抜きに決めないで」、これだそうですよ。私たちのことをですね、私

たち抜きに決めないで。私はかねがね言っています。農業のものは、ことは農業の方に

聞きなさいと。海のことは漁業の方に聞きなさいと、ね。障害のある方は障害の方に聞

きなさいと。やっぱり同和問題については、やっぱり部落の現実から学びなさいと。こ

う言って、非常にいいスローガンだなと。「私たちのことを私たち抜きに決めないで」。

国会議員でも県会議員でも町村議会でもですよ、出るときはいいこと言いながら、出て

しまったら知らんふりしてはいけないよということがですね、私がここに含まれている

なというふうに思っています。
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そして、町長もお答えになりましたが、「差別」という名のついた法律は初めてだそ

うです。これまでですね、日本の法制度では障害者を分離し隔離し排除してきたんです。

この法律は、障害を理由とする差別の解消を推進し、もって全ての国民が障害の有無に

かかわらず、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資することが

目的だと思っています。共生社会に向けて、当然共生社会というのが現在の我々の課題

だと思います。共生社会に対する町長のコメントをいただいて、終わりたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。このたびの障害者差別解消法、冒頭にも質問の中でもお

っしゃいましたように施行が２０１６年の４月ということでございます。この間に、ま

た国のほうでも内容の充実等にも図られると思いますし、そうした状況を踏まえながら

この施行に向けての取り組み、議員の御意見、御指摘もいただきながら、ともに進めて

いけたらなと思っておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで西山富三郎君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は１０時４５分といたします。休

憩します。

午前１０時３４分休憩

午前１０時４５分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、８番、杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい。皆さん、おはようございます。

先ほど西山議員、大変質の高い国会議員並みの質問をされましたけど、私は町会議員

並みの質問ですので、ひとつその辺を割り引いて、しっかり御答弁のほどは一緒なほど

以上に御答弁お願いいたします。

私は、きょうは１問、教育委員長のほうに教育のことについて、本町の教育の方向は

ということで質問させてもらいます。よろしくお願いいたします。

そうしますと、本町教育の方向はということで、学校週５日制はゆとり教育の一環と

して平成１４年４月に完全実施され、１０年が経過しました。子供たちにみずから学ぶ、

みずから考える力や豊かな心、たくましさなどの生きる力を育むために、学校、家庭、

地域社会が相互に連携し、学校外での生活時間の比重を高め、主体的に使える時間をふ

やすことにより、地域のスポーツ⋞文化活動への参加や生徒、生活、社会、自然体験、

家庭との触れ合いの時間確保など、子供たちにとってさまざまな活動が定着してきてお

ります。
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最近、学力低下に対する学校６日制が論じられ、大都市では一部先行実施もあります

が、授業時間をふやせば学力の向上や過密な授業スケジュールの緩和につながるのか疑

問であります。子供たちには趣味に興じたり何も拘束されない自由な時間も私は必要で

あり、自己実現のため生きる生き方の多様性が求められている中、子供たちの束縛時間

をむやみに、済みません、拘束時間をむやみにふやすという発想は、欧米やアジア諸国

のほとんどの学校が週５日制であり、世界の流れから逆行すると考えます。

学校５日制の理念は、学校、家庭と地域、行政がお互いに連携し、役割分担しながら

社会全体で子供たちを育てるとあり、それが子供たちに生きる力を育むためには重要と

考えます。

現在の日本は、経済発展や科学技術で世界のトップ級の水準にあります。これからの

人材は新しい技術や製品が生み出される能力が求められ、それにはさまざまな体験から

生まれる発想が必要となってくると思います。そして、未来を担う子供たちが個性を生

かしながら激動の社会変化に対応することができ、人間性の豊かな人材を育てるべきと

考えるが、そこで教育委員長に伺います。

今回、１０項目上げています。通告にありませんでしたのでよう答えませんというこ

とがあっちゃならんと思ってとにかく上げておりますので。

今後の日本の教育システムはどのように変わっていくのでしょうか。国が土曜授業の

導入について検討を始めたようですが、本町はどのように考えておられますか。３つ目、

地域に開かれた学校づくりの現状はどうですか。４つ目、土曜、日曜日の子供たちの過

ごし方を把握しておられますか。５番目、家庭での学習状況はいかがでしょうか。６番

目、本町の小学校の学力はどうでしょうか。本町の小⋞中学校の道徳教育は行われてお

りますか。どのようにされておりますか。８番目、本町の小⋞中学校での郷土愛教育は

どのように行われていますか。９番目、登校拒否児童生徒にあった場合の対応はどうで

しょうか。１０番目、いじめ把握や解決策はどうでしょうか。以上１０項目、教育委員

長に伺います。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいま杉谷議員さんから御質問いただきました

本町の教育の方向にかかわる１０点の御質問につきまして、お答えをいたします。少し

長くなるかと思いますが、よろしくお願いいたします。

まず、１点目の今後の日本の教育システムについてですが、今、御存じのとおり安倍

内閣が開催する教育再生実行会議におきまして、教育の制度改革に関する提言が次々と

出されております。第１次ではいじめの問題等への対応について提言が出され、短時間

の審議で６月の末にはいじめ防止対策推進法が成立をいたしました。また、第２次では

教育委員会制度のあり方について、第３次ではこれからの大学教育のあり方について、
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そして第４次では高等学校教育と大学教育との接続、大学入学者選抜のあり方について、

それぞれ提言が出されております。それらの中で、道徳を教科にしたらどうかとか、グ

ローバルな人材育成に向けた小学校英語教育をまたさらに低学年から始めたらどうかと

かそういった提案がなされ、各種のメディアでも報道されているところで、議員も御承

知かと思います。

現在、これらの提言を受けて、文部科学省の中央教育審議会で議論をされていると

ころですが、議員が先ほどお尋ねになりました教育システムのその根幹にかかわる今後

の地方教育行政のあり方については、政治的中立性とか継続性、また安定性を引き続き

確保しながらも教育行政の責任体制を明確にするという観点から、今、教育委員会の組

織と役割を改める方向で検討されているところです。新聞にもたびたび出ております。

どのように変わるかを現段階で申し上げることはできませんが、今後の中央教育審議

会の答申が出され、それを受けて関係法令がいろいろ改正をされていく。それの議論が

今度は国会で行われ、そして教育行政の制度改革がいよいよ実施されるものと考えてい

ますので、今現在国の動きを見守っているところでございます。

２点目の土曜授業の導入についてですが、大山町では学校ごとに教育課程を工夫する

ことで必要な授業時間数というものを確保いたしておりますし、また中学校の部活動や

スポーツ少年団の活動、また公民館や図書館が子供を対象にした週末事業というものを

熱心に取り組んでおられますし、またそれぞれの地域の中でもいろんな地域行事や、そ

れから活動で子供たちの受け皿づくりもしていただいておりますので、今のところは土

曜授業を大山町に導入するという考えは持っておりません。

３点目の地域に開かれた学校づくりの現況についてですが、各学校では学校だよりを

校区の全戸に配布をしたり、一日参観日などを開催して広く地域住民の方にも参観を呼

びかけたりしながら、積極的に地域に開かれた学校づくりを進めております。特に小学

校におきましては、さまざまな場面で地域の方をゲストティーチャーとしてお招きした

り、またボランティアとして学校にもおいでいただき非常に力強い支援をいただきなが

ら、地域とのつながりを大切にした学校教育の推進というものを心がけているところで

す。

４点目の土曜日、日曜日の子供たちの過ごし方の把握についてですが、今年度実施さ

れました全国学力⋞学習状況調査というのは、その中にきめ細かい調査として今までな

かった質問項目が含まれておりました。その中に、土曜日を午前午後に分けて何をして

過ごすことが多いかという尋ねる項目がありまして、大山町におきましても小学校６年

生と中学校３年生の児童生徒の状況というものは把握をしております。小学生と中学生

によっては過ごし方が違っておりますが。ただし、そのほかの学年や日曜日の過ごし方

につきましては、特別な調査は行っておりません。

５点目の家庭での学習状況についてですが、全国学力⋞学習状況調査のほか平成２２

年度から町独自に標準学力調査というものを行いまして、それらの中で家庭学習の時間

－４４－



等につきまして把握をしています。調査結果を見ますと、家庭学習の時間が短いという

ことがこの本町の課題として浮かび上がっております。このことは小学生、中学生両方

ともに言えることでありまして、以前からの課題でありまして、各学校ともいろいろと

工夫をして一生懸命取り組んでいただいているところですが、昨年度いろいろな学校の

先生方にも御協力をいただきながら、大山町版の家庭学習の手引というものを作成いた

しました。ことしの４月に町内の全ての児童生徒に配付したところでございます。

また、配ったままになってしまわないように、それぞれの学校ではその活用につきま

しても丁寧な取り組みをしていただいているところです。これらの取り組みが家庭学習

の習慣化や、さらには児童生徒の学力向上につながることを期待しているところでござ

います。

６点目の小⋞中学校の学力はどうかという御質問についてですが、先ほど触れました

本町では全国学力⋞学習状況調査以外に平成２２年度から町独自に標準学力調査という

ものを実施しております。この調査では小学校３年生以上の全ての児童生徒を対象とし

ておりまして、教科につきましても小学校３年生では国語、算数の２教科、小学校４年

生以上は理科、社会も加えた４教科、そして中学校２年、３年生はさらに英語も加えた

５教科を実施をいたしております。その結果をもとに、各学校が学年とか教科とか領域

などについて丁寧に分析をして、その結果をもとに自分の学校の子供たちの学力の状況

をしっかりと把握して、どこに課題があるのか。その課題解決に努めていただいている

ところです。

それぞれにまた学年によって取り組むべき課題というのはいろいろありますが、今年

度の町全体の結果を見ますと、ほとんどの学年で、あるいはほとんどの教科で全国平均

を上回っているとともに、経年、この数年振り返って比較をしてみますと、過去３ない

し４年間で着実に伸びてきているということがわかっております。これは各学校が今本

当に熱心に取り組んでいただいているその成果ではないかと考えております。

７点目の小⋞中学校の道徳教育についてですが、大山町では人権教育の推進やいじめ

防止とその早期解決などの問題と関連づけて、あらゆる機会を捉えて道徳教育の重要性

というものを各学校に伝えているところです。また、学校におきましても人権教育参観

日などで積極的に道徳の授業を公開しており、また特に中学校におきましては教科の専

門性を超えてともに協議ができることから、道徳の時間を取り上げた授業研究会という

のもたびたび行われております。

８点目の小⋞中学校での郷土愛教育についてですが、大山町ではふるさと教材、議員

の皆さんも御存じだと思いますが「わたしたちの大山町」という非常にいい冊子を作成

しておりまして、児童生徒に配付をしております。理科や社会科、また総合的な学習の

時間などで大山町の自然や歴史、産業について学習する際に活用しております。

また、近年ではさまざまな学習において地域に直接子供たちが出かけていったり、ま

た地域の方々を学校に招いたりしながら、直接地域の方と触れ合う中で学習をするとい
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ったような工夫もいろいろしております。今後もこれらの学習の充実に努めて、ふるさ

と大山町を愛しふるさとに誇りと自信を持つ子供たちをしっかりと育んでいきたいとい

うふうに考えております。

９点目の登校拒否児童の対応についてですが、登校拒否を不登校と読みかえさせてい

ただきますが、現在本町で大切にしていることは、新たな不登校を生まないということ

です。児童生徒の小さな変化を見逃さず、不登校になる前の早い段階で対応を考えるこ

とで不登校にならないよう努めているところでございます。何年も前に比較しますと、

非常に不登校の子供たちの数がもう減少いたしております。もう本当にごくわずかに今

現在なっております。

また、教育支援センター寺子屋に配置しているスクールソーシャルワーカーが中心と

なりまして、状況に応じてさまざまな関係機関と本当に熱心に連携しながら対応する体

制も整えております。御家庭のいろんな悩みや相談にも乗っていただくようにしておる

ところです。

１０点目のいじめの把握や解決策についてですが、日ごろからいじめが起こることは

恥ではないが、いじめを見逃したり放置するということは恥であるということを校長会

などで確認をしております。たくさんの子供たちがともに過ごす学校におきましては、

どうしても人間関係のあつれきやトラブルなどが生じることがあります。それは大山町

においても同様のことですが、学校では日ごろの児童生徒の観察はもとより、連絡帳な

どの記述やＱ－Ｕテスト、生活の状況や学級の状況がわかる、子供たちの心の状況がわ

かるテストですが、このＱ－Ｕテスト、心のアンケートなどから児童や生徒の人間関係

の把握に努めたり、教育相談週間を設定して児童生徒との面談を行ったりしながら、い

じめの早期発見に努めております。

そしていじめは重大な人権侵害であり、もうこれは絶対に許さないという考えのもと

で、担任などが一人で抱え込むことなく、教職員がみんなで共同してチームで解決に当

たるということを大切に、迅速で丁寧な対応を心がけているところでございます。

いじめ防止対策推進法の施行に伴いまして、このたび県の教育委員会も市町村教育委

員会を対象としたこの法律の説明会を開催いたしまして、県のいじめ防止基本方針の案

を示したところです。これを受けて大山町でもいじめ防止等の基本的な方針の考え方に

ついて確認をし、内容の周知と、これからさらに体制整備を進めていきたいというふう

に考えております。以上でございます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） いろいろ御答弁いただきましてありがとうございます。

私の質問の中でまたダブる部分もあろうかと思いますが、その辺は御理解いただきたい

というふうに思います。

実はきのう、私は人権センターで青少年育成指導員の研修交換会というのを行ってま
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いりました。この中でも、何人の幹部職員の皆さんも御出席されておりました。それは

その学校、ＰＴＡ、青少年関係の関係者など約４０名の皆さんの会でありました。２つ

の学校の先生が事例報告をなさいました。その中で、私ちょっと頭に残っておるところ

を御紹介したいと思います。

その中のある小学校の先生、子供たちはいろんなことを体験させる、これが一番だろ

うと。何事にも歯を食いしばって、泣いてでも、泣きながらでも物事を最後までなし遂

げるという、そういう教育というのが大事。やっておるというようなことがありました

し、また学校、保護者、地域の連携、これも大事なことですよということで、密にして

お互いの保護者と学校、あるいはちょっと違うですけど子供と先生の信頼関係、地域と

の学校の信頼関係というのが必要ではなかろうかなということで、そういうことをやっ

て学校も学校はだめだ、悪い悪いじゃなくして、本当に学校頑張ってやっておるだとか、

あるいは地域の皆さんが先ほどありましたボランティアとかそういうことでどんどんど

んどん協力してやろうやという、そういうのがこの地域全体出てきたならば、私は教育

そのものはもっともっと上がってくるではないかなというふうに思いますし、またその

中であるそこの学校の先生、いろいろ地域の皆さんには大変御協力いただいておるとい

うことで、そういうことで教師みずからが本当にやる気を起こしておりますというお話

もございました。

そういうことかどうかはわかりませんけど、そこの学校は、そこの学校って町内の学

校なんですけど、鳥取県は、学力のことをあんまり言いたくないですけど、全国で１１

番目のランクしておると。自分ところはそれ以上だというお話もありました。それ以上

いったら全国の１桁じゃないかなというふうに思いまして、先ほど教育委員長のほうも

うちの大山町はどうこうちゅうのは話はありませんでしたけど、そういうやな話もあり

ました。

ただ、家庭学習において、これはあとは分科会なんかで分かれて話をしたところによ

ると、やっぱり夜遅くまでメールとかそういう関係のことを何か友達と夜遅くまでやっ

ておるということで、家庭学習がちょっとおろそかになっとらへんかなということで、

先ほど委員長のほうからも大山町では家庭学習が少し劣っておりますよということは、

私は何かね、もっとその親も子供に対してもっともっと目を、もっともっと目を光らせ

ていくべきだないかなと思います。

また、その中の分科会の中で、やっぱり子供に遠慮するんではなくして、日ごろから

やっぱり子供と対話しながらお互いの信頼関係をつくってこそ、初めてそのあたりは解

決。親からやっちゃだめだ、おまえだめだじゃなくして、そういう家庭内での会話とい

うのも非常に大事かなというふうに感じました。ということで、私自身にとってもいい

研修会だったなというふうに感じて帰りました。

そこで、何点かまた質問させていただきます。

まず、欧米やアジア諸国のほとんどの学校が週５日制であり、週６日制は時代に私は
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逆行してるんじゃないかなというふうに思うわけですけど、そのあたりは委員長、どう

感じておられますか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問ですけれども、もともとその土

曜日をお休みにした週５日制というのは、家庭、地域、学校でその三者が連携をして役

割分担をしながら社会全体で子供を育てる、そういう意味で土曜日はしっかりと家庭で

という、家庭で、地域で育てていこうということで週５日制というのが始まったわけで

すけれども、実態として本当にその有意義に土曜日を子供たちが地域の中、あるいは家

庭の中で過ごしているのかというような声がいろいろ出てきてるところから、またこの

週６日制の議論が起こってきたというふうに思っております。

その受け皿の部分が、先ほどの答弁でも申し上げましたけれども大山町の場合は小さ

い町村であるゆえにというか、だからこそでしょうか、本当に公民館やいろいろなとこ

ろで週末にいろんな体験、子供たちを対象とした体験プランやらいろんな、絵本の読み

聞かせやいろんな行事を土曜日に計画をしていただいていますし、またいろんなまちづ

くりの関係のところからも子供たちの週末の過ごす場所、あるいは大人がその子供たち

にかかわっていく、そういうような機会も割とたくさんできております。そういう意味

で、改めてこの土曜日を、本当に再び土曜授業を始める意味が大山町にあるのかなとい

うことと、この土曜授業、もともと文科省が出してきたものは、土曜日毎回やるわけで

はなくて、月に１回とか、まだもちろんこれもまだ検討の最中ですけれども、月に１回

とかあるいは２カ月に一遍とかというような形で、しかもそれは場所を公民館で、学校

というよりは公民館で、学校の先生方にしていただくかどうかも、このあたりもまたさ

まざまな案が今議論されているという状況なので、大山町はもう一歩前にそれをさせて

いただいているかなというところでございます。

この西部圏域の中でもいろいろ検討している状況ですけれども、まだどこも実施はし

ていません。

ちょっと補足を教育長のほうで行います。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 土曜授業のことにつきまして御質問いただきました。

まず、ここで確認しておかなければいけないということが一つあります。それは、今

までも大山町でもですね、運動会のときだったり学習発表会のときだったりですね、い

ろんな人権教育の参観日のときに土曜日に授業をして、で、振りかえを月曜日に、ある

いは火曜日にするというのは当然やってきておるわけです。今、話になっておりますの

は、土曜日に授業をして学校の先生が授業しても、その子供たちも休まんし先生方も休

まんと。なら、先生方の出た分はどげするかってていうと、長期の夏休みだとかに振り
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かえて休んでいくという、こういうことでございます。

今までも土曜日にいろんな授業や何かをやったわけですけれども、文部科学省が７月

にやりました土曜授業について市町村の教育委員会、全国の市町村の教育委員会でどう

考えますかてっていうことのアンケートがありまして、その中で１７％の市町村は考え

てみましょうと。それから、７９％の市町村はそげなもん必要ないと。今まで週５日制

で１０何年間頑張ってきたのは一体何だったのか。あるいは社会教育施設、大山町の場

合ですと公民館でありますとか図書館でありますとか、そういったところが一生懸命週

末のプランをつくって子供たちに提供してきた。あるいはその中で、スポーツ少年団の

活動も土曜日にきちんとある面で位置づけられてきたという流れがあります。

委員長が申しましたように、全く検討しないというわけではありません。研修会もあ

りますので、そういったところに研修会には行って、しっかりとは検討してみたいと思

いますけれども、現在のところ大山町においてはその例えば授業時数が足らないてって

いうことですと、御存じのように夏休みの期間、今、小学校には全部クーラーが入って

おりますので時間を長くして、あるいは冬休みに、冬休みというか冬のときにスキー教

室に行くために夏休みの入るのをちょっと遅くするとか、それぞれ校長先生方が考えて

おいでいただいておりますのでですね、今のところは土曜授業についてはすぐさま必要

だとは思っておりません。ましてや学期に１回だとかですね、そういうことがほとんど、

果たして本当にいいことなのかなということも含めて、検討はしていきたいと思います。

以上でございます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 私も５日制でもう十分だというふうに思います。特に大

山町の先ほど、きのうの交流会等での話もありました。一生懸命頑張っておられて、大

山町のその学力は低くはないんだということで、私も５日にして学力を下げないといっ

た意味じゃなくして、それは高いほうにこしたことはないんだけど、果たしてそれだけ

で本当に学力というもんが上がるであろうかと。私はもっともっと人間性を高める教育

のほうを重要視するべきではなかろうかなというふうに思いますし、また後からその質

問等について、あるいは土曜日の過ごし方についても、ちょっと今ここで言っとくかな。

先ほど教育委員長もお話、何せこの大山町は小さな町です。教育委員会ぐらいでその土

曜日ぐらいのわずかの人数をね、どれぐらいの人数が、例えば土曜日スポーツ少年団や

ったり、あるいは体操教室に通ったり、あるいは水泳教室だとかあるいはダンス教室、

この前も恒例の体育館あたりでダンス教室みたいなことをやっておられまして、米子の

子供も大山の子供もおりますよということで、私はこういう何回か土曜日が授業がなっ

ちゃったなら、なし崩し的に将来は２日、３日、４日となってですね、子供たちの町村

外との人との交流の場というのもですね、大変かなというふうに思います。ある学校は

第１週が休み、ある学校は３週目だと。そういうことになってくればですね、どうかな
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ということでお尋ねしたわけです。

それから、私はですね、１１月３０日の日本海新聞の記事にＯＥＣＤが学力到達度調

査で、日本の高校１年生なんですけど、学力はレベルは回復したと。国では３番目ぐら

いだったかな。というようなことで、また科学的応用力も過去最高まで回復したという

ことでありましてですね、そうびっくりして、ちょっと学力が低い、二、三年前ですか、

学力が下がる、大変大騒ぎということは、やっぱり学力に、学校というのはもっとどし

っとした形でですね、教育がなされんとね、ぐらぐらぐらぐらするような教育しとった

らですね、私は絶対立派な子は育たんというふうに思うわけですけど、教育委員長、こ

のあたりはどうですか、簡単にお願いします。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問にお答えいたします。

まさに今、杉谷議員さんがおっしゃいましたように、教育の成果というのは今すぐ目

に見えるもので出てくるわけではありませんので、これからの長い一生、その子がどん

な力を身につけていける、力を身につけて社会でその力を存分に発揮し、また頑張って

やっていけるかということは、幼いときあるいは小⋞中学校時代にしっかりといろんな

体験をさせてあげる。その地域の中で、自然の中で、あるいはまた友人と、そういった

ような時間、そういう体験というものが非常に大切だというふうに考えております。

そして、そういうものは今の授業の中で各学校ともいろいろ工夫し、しっかり取り組

んでくださっているというふうに認識をいたしております。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） よくわかりました。

それでは、本町の家庭学習のということで、家庭学習というのは本当に大きな波及力、

学力を高めるためにも大きな比重を占めるかというふうに思います。きのうの話の中で

も夜遅くまでというのの割合が非常に高かったわけでして、当然またその中でその家庭

学習の時間というのも私は少なくなってこようかなというふうに思うわけでして、この

あたりは今後その家庭、あるいは学校と家庭との連携でどのような方策が、今後ともこ

の家庭学習に、家庭で力を入れてもらえるような何か方策というのは教育委員会のほう

は考えておられるのか、お尋ねします。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、教育長のほう

よりお答えいたしますが、その前に一言、先ほどおっしゃいました非常に夜遅くまで子

供たちがメールなどをしている、インターネットなどをしているという、このことは今

非常に懸念をしている時間で、それが家庭学習の時間をちょっと圧縮しているというこ
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とにもつながって、このあたりはどのように取り組んでいくのか、今いろいろと考えて

いるところでございます。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。家庭学習につきましては、きのうの会でも宮邊校長先

生のほうがお話があっただろうと思いますけれども、非常にその全般的に言えることで

すけれども、ゲームをし、テレビをよく見ておるというのがもう大山町の子の一番の特

徴。鳥取県の子供もそうなんですけれども、それよりかも多いと。で、家庭学習てって

いうのは、一番私は大事なことだと思っております。それはなぜかっていいますと、自

分で学ぶ力をつけていくという、あるいは習慣化をしていくということだろうと思いま

す。この力があるかないかによって、大きく違ってくるだろうと。やっぱりそのために

御存じのように小学校１年生、１年生は家へ帰ったら２５分勉強しましょうと。小さい

ときから、とにかく最低限これだけは頑張りましょうと。その勉強の仕方はどうしたら

いいですかということ、それぞれ学校でこういう形で、１２月号の広報だいせんですけ

れども、それぞれ今回は中山小学校の家庭学習への位置づけという形で今までずっと出

てきております。全部の７つの小⋞中学校を全部載せるつもりですけれども、やっぱり

その月例テストをやったりとかですね、いろんな工夫がなされておりましてですね、こ

の生涯学習につながる、家庭で学習するということは保護者の皆さんの応援もなけない

けんわけですけれども、ぜひですね、そのみずから学ぶ力をつけていくためにもですね、

その大山町の子供の生涯学習を伸ばしていくためにもですね、ぜひ必要なもんだという

ふうに思っております。

今後いろんな形でそれぞれ一生懸命学校で取り組んでいただいておりますので、また

成果が出てくるんでないかなというふうに期待しているところです。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 例えば秋田県の大仙市、学校と家庭の連携で家庭学習も

取り込んでですね、全国のトップ水準にあるということですので、この学力向上、先ほ

ど教育長のほうで話がありました。やっぱりその家庭と学校が幾らこうしてごせ、ああ

してごせだなしに、やっぱり家庭のお父さんお母さんも本気でそのあたりはもちろん取

り組んでいかねば、なかなか一方通行ではなかなかこれは成就する話ではないんではな

いかなというふうに強く思いました。

一つ、私はこの前、ラジオの教育番組を聞いておったらですね、一般的に学習に対す

る成績の評価というのはですね、日本は詰め込み型によるマル⋞バツの形と言われてい

ます。一方、アメリカではですね、物事に対してまず考えさせて自分の考えを発表させ

る。あるいはペーパーテストではなくして、ではかるではなくして、いろんな要素も考

えることを重要視したことが現にあるとかないとか、専門の人が言っておりました。
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それにはそのアメリカではみずからテーマを設定して、いろんなことを探求する力あ

るいはプレゼンテーション能力が重要視されてると。それらによって、科学技術の上で

も世界トップの水準にあろうかなというふうに思います。

日本も科学水準などは世界の水準にあると思います。これをさらに維持、さらに発展

向上するにはですね、暗記中心や詰め込み方式ではなく、想像力豊かな新しい発想が生

まれる方向というのをですね、模索していかにゃいけないではないかなというふうに思

いますし、みずからが創造したり発見したりして考える力を養い、さまざまな課題に対

応し解決するための教育が求められとると思いますが、我が大山町ではこのあたりのこ

とは何か、これはという教育されてるんでしょうか、お尋ねいたします。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、齋藤次長がお

答えをいたします。

○教育次長兼学校教育課長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長兼学校教育課長（齋藤 匠君） はい。失礼します。

今、杉谷議員さんから御指摘のあったことは、日本の子供たち、今、全国学力⋞学習

状況調査等も行っていますけども、基本的な知識、技能を問う問題は比較的正答率が高

いんだけれども、その知識や技能を活用する力、特に記述して答えるというようなとこ

ろが弱いということが指摘されているところでございます。これは日本でもですし、鳥

取県そして大山町の子供たちにも言える課題ではございます。

そうした中で、このたびの国の学習指導要領もそういった活用する力をしっかりと育

てていこう、思考力、判断力、表現力を育てていこうということが求められております

し、それから県としてもそういった学力を育てていこうという取り組みをしております。

そういった県の事業等も活用しながら、大山町では今、小、中が連携して名和中学校区、

大山中学校区、中山中学校区それぞれが県の指定事業、研究の指定事業を活用して研究

推進をしておりまして、どこの学校区でも子供同士の集団思考、学び合いの活動を大事

にしようと。そうした中で子供同士が議論したり、ここはこうじゃないかという考えを

お互いに深め合ったりするような学習を授業の中できちんと位置づけていこうというこ

とで、取り組みを進めているところでございます。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） ぜひそれはしっかり頑張っていただきたいなというふう

に思います。

次に進みます。今、日本の今、子供たちを見ておるとですね、私は将来の目標や夢に

向かって突き進む子供が非常に少ないではないかなというふうに思います。激動の社会
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に対して、生きる力を養う教育が私は求められているかと思います。それには生活時間

の比重を高めたり主体的に使える時間をふやすことにより、最初冒頭言いましたように

地域のスポーツや文化の活動への参加や社会、自然体験、家族との触れ合いの時間を確

保など、子供たちのさまざまな活動が大事かと思います。

例えば、フィンランドなんかは宿題は少ない、日本より。夏休みは長い。学習時間は

日本の半分程度である。で学力水準はいったら、日本と変われへんじゃないですか。日

本が３位なり４位あたりぐらいかな、あるいはちょっとぐらい下かな。ということで非

常に高いわけでして、私はその先ほど詰め込みが云々言ったんですけど、もっと子供に

ですね、そのどっしりと構えたところの教育ちゅうのが非常に学力にも大事ではないか

なというふうに、ただ目先で算数の点が１点上がった２点上がったというそういうこと

を追うんじゃなくして、本当に人間としてどうかなという、そういう人間を育てたほう

が学力ちゅうのは上がるんではないかなと私は思うわけですけど、そのあたりは教育委

員長、どうですか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） それにつきましては、教育長のほうがお答えをいたしま

す。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。おっしゃるとおりだと思います。特にフィンランドの

ことが出ましたけれども、この前おっしゃいましたＯＥＣＤがやった分のＰＩＳＡの分

でもフィンランドが下がったって言っておりましたけれども、本当に一喜一憂するんで

はなくてですね、本当にどっしりとした子供たちにとって何が一番大事なのか。最初に

おっしゃいました、体験させることの大切さということをおっしゃいました。私は、聞

いたことは忘れ、見たことは感動し、やったことは力なりだと思っております。やっぱ

りやったことてっていうのを大切にしませんとですね、例えば青年の家の所長をしてお

りましたんですけれども、そのときにでも自然はいっぱいこと危険なこともいっぱいあ

ります。ミヤマイラクサもありますし、とげのある漆もありますし、蛇もおりますしマ

ムシも下手すりゃおりますしですね、それを排除することはできません。だけど、たく

さんの恵みも与えてくれるのもまた自然です。やっぱりそういった自然体験を初めとし

て、そういったことが生きる力につながっていくだろうと思いますし、やっぱり大山町

の子供たちっていうのは大山のたいまつ行列でないですけれども、２，０００本のたい

まつが大神山神社からおりてくる姿っていうのも、子供さんとともに保護者の皆さんも

体験してもらいたいなと。体で見たことというのは忘れないでないかなというふうな気

持ちがあります。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 郷土愛教育ということは、学校ではいろいろな副読本あ

るいは何かでいろいろ授業等でも活用されておりますけども、私はこの郷土愛教育ちゅ

うのは学校ばかりだなし、やっぱり地域、保護者、みんなが一体化になって育てていか

にゃいけん。先ほど、教育委員長もそういうところでやっておるということで。

この前、まちづくりのある委員さんの話の中で、自分ら何でまちづくり委員になり一

生懸命頑張るかいったら、子供たちにお父さんお母さんが一生懸命やったその姿を見て

ほしいと、また、それ見てこの大山町を愛して、大山町のお父さんお母さんすばらしい

んだと。いずれ東京、大阪に行っても、自分たちは大山町に帰ってくるんだと。そうい

うことを期待しながら一生懸命頑張っておると。頑張っておりますというやな話を聞き

ましてですね、大山町のそういう若いお父さんお母さんは元気でいいなと思って、私は

感心しております。

そういうことで、郷土愛というのは本当今後いろんな形で芽生え、育てていっていた

だきたいなというふうに思います。

もう次に移りますが、小学校のその道徳教育ということでいろいろ人権とか、また私

もそういうあたりからも大事だと思うし、特に私はもう一つお願いしたいなと思うので

すがね、規則規律ちゅうか日本の法律でいろいろあります。それはやっぱりしっかり守

らせるという、それは大切だ。何がええがな、そげなことは個人が大切だわというよう

な子供もおります。そうじゃなしに、やっぱり人と人とみんなで一緒に生きていくから

には、やっぱり最低のルールというのはしっかり身につけるべきだなというふうに思い

ますし、またそういう中で、中には日本の国はどうでもいいだわというやなそういうこ

とを言う人があります。いや、そうじゃなしに、やっぱり日本の国というのがあっての

日本。やっぱり日本の「君が代」、国家、やっぱりしゃきっとした形でですね、やっぱ

り私は国旗に対してでもですね、そういう思いもきちっと持つべきだろうと思います。

そういう愛国の心というのは大山町の中ではどうでしょうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 愛国の心という大変高いところが出ましたが、まさに本

当に国を愛するという心はやはりふるさとを愛する、ふるさとを誇りに思うというとこ

ろにつながっていくと思っております。そういう意味で、何のこだわりもなく国歌が歌

えて国旗が見られる子供たちに育てたいなというふうに思っておりますし、卒業式、入

学式につきましても、大山町の場合はみんなが本当に子供たちも大きな口をあけてしっ

かりと歌ってくださいますし、先生方もそうだというふうに思っております。国を愛し、

ふるさとを愛する子供たちを育てていきたいというふうに思っております。

教育長よりちょっと補足をさせていただきます。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。
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○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。道徳教育のことが出ました。鳥取県は、今から４５年

ぐらい前から、もう既に「郷土の人々」という副読本をつくるぐらいずっと道徳教育を

やってきております。週３５時間、１年間で３５時間でございますけれども、それぐら

いは確実に教育課程を見ましても実施の分を見ましてもやっております。

私も県の中学校の道徳の部会長をしておりましたし、副読本もつくったことがありま

すけれども、やっぱり道徳教育は人としてどう生きるかを考える、週１回考えるとても

大切な時間だろうと思っております。特に中学校の授業研究なんかにおきましては、道

徳の、なかなか教科が違いますとなかなか話しすることもなかなか難しいわけですけれ

ども、道徳の時間の授業てっていうのは非常にその先生の人間性も含めて出てくるので、

研究授業のためにはとてもいい、何回もやったという思い出がありますし、今でも大山

町の中学校では道徳の授業はしっかりやっておると思っております。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） しっかり頑張ってください。

次に移ります。大山町は、私は他町村に比べて長期休暇、夏休みとかいうのは、あれ、

米子はもう始まってるのに大山は、米子はもう休んどるのに大山まだか、休んでないで

一生懸命頑張っておる。これはやっぱりその教育というのはそれぞれの学校でどのよう

にやっておられるのか。そういうことがあって、一番冒頭にきのうの講演会じゃないで

すけど話しした中で、いろいろそこの校長先生あたりもいろんなことをやっておられる

んですけど、このあたりについては詳しく御説明お願いします。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、教育長のほう

からお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。お尋ねにお答えします。

大山町の場合はですね、私は学校の責任者は一番は校長先生だと思っております。教

育課程を編成しですね、授業時数を決め、学校行事を決め、そういった形になってきま

す。そのときにですね、よその町村のことを聞きますとですね、夏休みがずれるとです

ね、親から文句が出るので教育委員会で決めてほしいとかですね、というところがほと

んどなんだそうでして、私は大山町の学校管理規則てっていうのがあります。それは、

例えば夏休みですと７月２０日だったかな、２０日から３１日までの間で校長が定める

日となっております。そういった形で、やっぱりある面での裁量てっていいますか、そ

ういったところを見て校長先生がですね、行事もいっぱい子供たちに体験させたいと思
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えばどうしても授業時数も少なくなるわけですので、そのためにするには、なら夏休み

をちょっと２日ほどよけ出ましょうかとかですね、そういったこと。先生方も納得して

そういった形をなっている。もちろん先生方には夏休みはないわけですけれども、長期

休業中にやっぱり子供たちもやることもありますのでですね、地域の人々と校長先生は

話をしながら、大体うちはこういったことで保護者の皆さんとも協議し決めておられる

というふうなと思います。

それはとても私はいいことだなというふうに、よその教育長からもようできるなと言

われることもあります。管理規則にあるわけですので、それにのっておりさえすればそ

れでいいだないかなと思っています。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 最後の質問にさせていただきたいと思います。

大山町の教育長は独特の持論も持っておられ、強い気持ち、心を持っておられますの

で、ぜひしっかり他町村にはない学校づくりというのに頑張っていただきたいなという

ふうに思います。

じゃ最後に、私は６日制でなく、６日制をですね、６日制６日制ということではなく

してですね、本当に社会に役立って自立できる人間が求められ、本当に社会性を身につ

けた大きなそういう器をさえ持っておれば、学力というのはまた自然と自分がそういう

直面した、よし勉強せないけん、せないけんもんだと、やっぱりそういうとこで芽生え

て向上するもんだろうというふうに思っておるところです。

というのは、子供たちにですね、きのうの講演会じゃなかったですけど、やる気と本

当に自信を持たせる教育、そういうことがやっぱり器を育てていくんではないかなとい

うふうに思いますし、また子供だけだなくして、やっぱり学校の教員のやる気を起こさ

せるためにも、やっぱり家庭と、あるいは地域が学校連携というのはですね、しっかり

行っていくべきだろうというふうに思います。

教育長は、日ごろ講演会等で私は賢い子をつくらないけん、賢け子をつくらないけん

てって盛んに言われます。だけど教育長は国語とか算数の点を上げるのが賢い子ではな

い、基本的な社会性を身につけた子供、これを育てにゃいけんということをいつもどこ

の講演会でもですね、しっかり大きな声でですね、力説しておられます。私は、その生

きる力や社会を支えるために求められている学力とは何かという、本当に人間形成の本

質的な課題に対してもう一度原点に振り返って取り組むべきだろうというふうに思いま

す。

教育現場の預かる特に教育長、このあたりはどうですか。最後に私のこれにお答えく

ださい。それで終わりにしたいと思います。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。
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○教育委員長（伊澤 百子君） では、ただいまの御質問は教育長よりお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 学力もあって、人間的な優しさもなけないけんっていうのが

一番大事なことだろうと思います。なかなかこれは難しいことですけれども、少なくと

も大山町の子供たちてっていうのは挨拶がきちんとできて、時間が守れて、返事も大き

な声で返事ができて、トイレのスリッパがきちんとそろえられて、掃除ができる。まず、

ここが一番のもとだないかなという気がしております。そういう中で、また学力も上が

ってくるんだないかなというふうに思っております。どうぞよろしくお願いします。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい議長、終わります。

○議長（野口 俊明君） これで８番、杉谷洋一君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次の、きょう本日の全体の日程のこともありますので、時間が

中途半端になろうと思いますが、このまま一般質問を続けていきたいと思います。

８番、失礼、３番、大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい。皆さん、こんにちは。

議席番号３番の大杖正彦でございます。通告に従いまして、質問をさせていただきま

す。

外は風が吹き、雪がちらちらしておりウインターシーズン直前で、テレビ等もソチオ

リンピックの話題で持ち切りですが、きょうは７年先の東京オリンピックのことについ

て、時期はちょっとあれですが、タイミングを逃さないためにあえてさせていただきま

す。

２０２０年、東京オリンピック⋞パラリンピック参加国の選手、チームの練習合宿、

事前合宿の誘致についてお尋ねしたいと思います。

去る９月ですね、ＩＯＣ総会において２０２０年夏季オリンピックの開催地が激戦の

末、東京に決定されたことは皆さん御承知のとおりでございます。

私は、この東京オリンピック開催に向け、オリンピックに参加する外国チーム、選手

の大会事前合宿の誘致を、大山町のスポーツによる活性化を目的の意味でも積極的に働

きかけるべきではないかというふうに考えています。東京オリンピック開催が決定した

のを受け、即さま９月の１１日、１２日ですか、これは９月１３日の新聞ですが、平井

知事のほうが県庁幹部会議で、世界の目が日本に向く。戦略的に動かねばならない。県

内の小⋞中学生が東京オリンピックにも出る可能性がある。可能性は無限大である。海

外からのお客様がやってくるきっかけにもなるということで、新年度予算編成で東京オ

リンピックを視野に入れた事業を積極的に取り込むように指示したとこの新聞で報じら

れております。

過去に鳥取県はこうしたことで成功した例があるからだと思いますが、これは皆さん
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御存じのとおり２００２年、日韓サッカーワールドカップ、このときはエクアドルキャ

ンプ、２２日間行われたそうです。２００７年の世界陸上大阪大会では、このときはウ

サイン、世界一に速い選手は何ていう名前、ちょっと忘れましたけど、ジャマイカチー

ムが１１日間合宿をして、それぞれエクアドルの合宿のときは７億８，０００万、ジャ

マイカチームが合宿したときは４億８，０００万円の経済効果があったと試算されてお

ります。

また、これは２０１１年、ロンドンオリンピックの直前ですが、女子ワールドカップ

サッカーで優勝したばかりの日本代表なでしこジャパンが隣の岡山県美作市で６日間合

宿したとき、練習したときは、６日間でその美作市の人口３万人と同程度の観客という

か人たちが訪れ練習を観戦し、約１０億円の経済効果があったと報じられています。

オリンピックのこうした参加チームの合宿誘致は、単にオリンピック前の経済効果だ

けではなく、選手チームの姿を通して地域の魅力やメディアで大々的に報道されます。

これは日本はもとより世界に向けた宣伝となりまして、その後の観光客の引き寄せにも

大きな力となるというふうに私も強く考えています。

このことは、大山町にとっても十分可能性のある計画であると考えています。町は数

々のスポーツ施設を抱えておりますが、特に山香荘、神田の丘サッカー施設は質の高い

天然芝と、そして人工芝のグラウンドも備えて、トップチームの練習にはうってつけの

条件がそろっているんではないかと。ほかのいろいろな問題ございますが、ぜひこの考

えでですね、お伺いしたいんですが、大山町として県あるいは近隣市町村と深く連携し

ですね、東京オリンピックに参加する海外選手、チームの合宿練習、合宿練習の誘致に

積極的に取り組むべきと思いますが、町長はどのようにお考えでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。大杖議員より、２０２０東京オリンピック⋞パラリンピ

ック参加国選手のチーム、この練習の合宿の誘致ということについて御質問をいただき

ました。お答えをしたいと思います。

平成３２年にオリンピックが東京で開催されますこと、私も日本国民の一人として大

いに喜び、その成果に大きな期待を寄せるものでございます。

議員御指摘のとおり、平井鳥取県知事も合宿誘致に関して県議会一般質問におきまし

て、さまざまな有形、無形の効果があり、前向きに考えている。新しい部局設置も検討

中というぐあいに答えておられるところであります。２６年度県政の戦略テーマ、たた

き台にも、他国チームのキャンプ地指定が取り上げられているところでもあります。私

も全く同じ考えを持っておりまして、種目のいかんを問わず、オリンピック選手が本町

で調整されるような事態が訪れたらなというぐあいに考えただけでも胸が高鳴るくらい

夢と希望、そうしたものもあわせ感ずるところでもあります。単に本町のＰＲとなった
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り観覧者による経済効果にとどまらない、夢と希望をもたらしてくれるものではないか

なというぐあいに思うところであります。

幸い、本町は競技や規模によっては受け入れの要素が本町内だけで完結するという利

点も持っていると思っております。来年中には組織委員会も発足すると伺っております

ので、県と力を合わせてまずは情報収集に努め、あわせて議会の皆さんや町民の皆様の

理解を得ながら状況に合わせて積極的に名乗りを上げていく、そうした思いを持ってい

るところであります。

また、その際には、ぜひとも元オリンピック選手でございます大杖議員の持っておら

れるノウハウや、あわせて幅広い方々との人脈、つながりなどお力添えをいただけたら

なと思うところでございます。さまざまな方々の御縁や、あるいは御支持をいただきな

がら、そうした取り組みが一つ一つ進めていけたらと思うところであります。どうぞよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（３番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 今、町長の答弁が、質問、答弁が終わったところでありますが、

ここで残り時間が５分ほどであります。中途半端な質問になってしまいますので午後１

時から再開して、追及質問は十分にやっていただくということでやりたいと思いますの

で、ここで休憩いたします。再開は午後１時といたします。休憩します。

午前１１時５４分休憩

午後 １時００分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

そういたしますと、午前中に引き続き大杖正彦議員の一般質問を続けます。

３番、大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい。それでは、続けて質問、追加質問をちょっとした

いと思いますので、よろしくお願いします。

先ほどの町長の答弁で、町長は県と協力し状況に合わせ招致の名乗りを上げたいと考

えているというふうに伺いましたが、考えているだけでは、絶対この計画、事業は進め

ていくんだと、成功につなげるという強い気持ちがお聞きしたいんですが、というのは、

このオリンピック開催は日本中は言うに及ばず世界中が注目する世紀のイベントだと思

います。これは皆さんも同じ認識でいらっしゃると思います。このチャンスを見逃すこ

となく、大いに活用すべきと考えておりますので、その辺の町長のお力強い、強い意気

込みをお聞かせいただきたいと思います。いかがでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。質問に答えさせていただきたいと思います。
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考えているということについての御質問でありますけれども、今の段階で大杖議員か

らもこのたびの件について初めて御質問いただいたり、動きが出てくるのかなというぐ

あいに思っているところでありますけれども、やはりいろいろな関係機関の状況であっ

たりとか、あるいは議員御承知のようにいろいろな関係機関も御承知だと思います。さ

まざまなそうしたところの情報ももらいながら、やはりいけるということであるならば

当然アクションを起こしたいと思いますし、そこの部分については今の段階ではまだ考

えて、いろいろな情報を集めて対応していきたいというところであります。ぜひとも一

歩前に進んでいけるような環境もですね、議員のまたいろいろなお人とのつながりとか

いただく中で、情報の提供やあるいはいろいろな出会い等の御配慮が願いたいなという

ぐあいに思います。そういう思いを持って考えているということで、お話をさせていた

だいたところであります。

○議員（３番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） そうですね、考えている。その力強い気持ちで、リーダ

ー的な立場で力を発揮していただきたいと思います。

そこでですね、先ほどワールドカップ日韓サッカー大会の例、それから世界陸上での

ジャマイカチームの例、鳥取東部で中心でされましたが、東京オリンピックのこの日程

に向かってではですよね、この西部地区で全体で考えてはいかがでしょうかというふう

に思うんですが、御存じのようにこの１０月、エコツーリズム国際大会実施で大山⋞中

海圏域９市町村が一体となって成功につなげましたよね。この体制を生かす考えについ

てはいかがでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。確認をさせてもらってと思いますけれども、オリンピッ

クのこの練習合宿の誘致と関連をしてという捉え方でございますね。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい。

○町長（森田 増範君） はい。もちろん取り組みを進めていくということになりますれ

ば、単町だけということにはならないと思っております。県のそうした連携ということ

もあろうと思いますし、今、エコツーリズム国際大会、今年度の秋に実施をして、いろ

いろな広域的なこの西部の大山を中心としたすばらしさ、エコツーリズムということに

ついての取り組みの今後の展開について期待されているところであります。そうした方

々とのつながりということは当然進めていかなければならないと思いますけれども、や

はりその前段として、まずは町としてどうなのかということをしっかりと持ってかかる

必要があると思っております。広域につなげていく前段として、我が町がどうなのかと

いうことをまず本当に議会の皆さんともいろいろと御相談、御協議しながら、一歩前に

進んでいくということになればしっかりとお力もいただいたりアドバイスもらったり、

－６０－



あるいは御指摘いただいたりということになるんではないかなと思っております。

○議員（３番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） ぜひですね、この子供たちに夢を与える意味でも、ある

いは日本人として東京オリンピックは成功に向けて力を合わせていくというまとまりを

つけていく意味でも、この計画を力強くリーダーシップを発揮していただきたいと思い

ます。

そこでですね、この合宿誘致とは別になりますが、同じオリンピックに向けてのお話

で、県知事のほうも先ほど御紹介しましたように県内の小⋞中学生が東京オリンピック

に参加できる、代表になるという、なれるという可能性は無限大にあると。世界的に見

ても、例えば体操とか皆さん御存じの水泳とか、１０代でメダリストがいます。もう１

５歳、１６歳で世界記録を出します。そういった実勢からいいましても、県内あるいは

町内にいる子供たちでも十分その可能性は考えられると。そういうことを考えまして、

町内のスポーツ少年団を中心に、子供たちに先ほど言いましたように夢と希望を与える

という観点から、ことしは１３年ですから２０年まで７年計画ですか、７年計画でオリ

ンピック代表を大山町からという事業プロジェクトを立ち上げるという考えについては

どうお考えでしょうか。

余談になりますが、ことしの流行語大賞に４つ選ばれた中に「今でしょ」という言葉

がありますよね。この今、スタートしないと７年後に間に合わないんです。だからそう

いうこともあわせて、町としての考えを伺いたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。７年後のオリンピックに向けての子供たちのオリンピッ

ク選手に向けての町の姿勢という問いかなというぐあいに思いますけれども、議員も本

当にオリンピックに出場された方でございますので、その育成ということについては私

以上に御承知だと思いますけれども、やはり小さいときからある面そうした高いレベル

に向けての育成、強化体制あるいはかかわりがあって、世界へ通ずることになっていく

と思っております。大山町でも、いろいろなスポーツ少年団競技があります。指導者の

熱心な指導によって、子供たちがいろいろな競技で活躍しているというのも現状であり

ます。

そうした現状の中で、オリンピック選手につながるかということを町としてするかと

いうことでありますけれども、やはりそこの部分について町として取り組んでいくとい

うことについては、なかなか難しいものが私はあるのではないかと思っております。と

いうよりも、やはり県レベル、競技部門の中で育成強化を図っていく選手等を見つけな

がら、やっぱり強化、育成というプロジェクトの中で取り組んでいくことではないのか

な。多分スキーにおかれましても、出られた計画の中で本当に小さいときから身近な環
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境にスキーのエリアがあって、周辺にそれ以上のやはり高いレベルの方々がおられて、

一緒に育っていって成長する過程の中で、彼らを指導される方々を抜いていくというよ

うな環境もあったのではないかなと思っております。育成を鳥取県から、あるいは大山

町からオリンピック選手が出ていくと、出てくれるということは本当に夢であり希望で

ありますけれども、その道筋としてはやはり競技種目を狙って、それに対しての県レベ

ルの中での強化体制づくりをして、その中に大山町の出身の子供たちが入っていくとい

うような道筋があればいいのではないかなと思っております。そうした中での町のかか

わり方、支援の仕方というのは、またその場面で出てくるんではないかなと思っている

ところであります。

いずれにしましても、大山町でそうした合宿、練習の合宿あるいは選手の排出という

ことは我が町にとって本当に夢であり希望であり、次の世代にとっての我が町の誇り、

ふるさとの本当に誇りということにもつながることでありますので、できる道筋の中で

お互いに見つけながら、模索しながら取り組みを進めていけたらなと思っているところ

であります。

○議員（３番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） ええとですね、そういう思いをお持ちだということのお

話だったんですが、オリンピック選手対象ということであれば県レベルでになるという

お話だと思うんですが、これは専門的になりますが、７年間例えばの期間を考えますと、

その県レベルに行くということはオリンピックがもう既に見えてきた段階なんですね。

それまでの三、四年間、これは地域、子供らがもっと小さいときにその県レベルあるい

はその国レベルにやってきたところへ選手のレベルが上がって、技術レベルが上がるま

での基礎段階を、やっぱりそれはその地域、ここで言えば町内でやることが非常に重要

なんです。基礎づくりですね。それについては、私は学校の協力というのが非常に大き

な要素になってくると思うんですが、それに学校での練習へそういう希望を持っている

のであれば時間を許すよとか、資金的でなくてその体制的な意味でのバックアップとい

いますか、支援というのは考えられませんでしょうか、お聞かせ願いたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。学校ということでございますので、また教育委員会のほ

うからもお話をしてもらってとは思いますけれども、やはりそうした道筋を見つけてい

く、つくっていくにしても、やはり種目、そしてそれを誰がやっていくのか、どういう

体制でやっていくのか。そうしたところの部分からですね、やはりしっかりと固めてい

く。それは行政のほうからということよりも、やはり競技をしていく仲間の中から、あ

るいはそういったかかわりの方の中から出てくることによって中身の濃い体制であり、

取り組みになるんじゃないかなと思っているところであります。
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○議員（３番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） いいですか、教育委員会のほうからは。（発言する者あり）

いやいや、町長が答えさせるって言ったわけですから。

はい、大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい。そういった私が申し上げたいのは、子供たちだけ

でなくてそれに関連する地元に住む人たちも、子供たちが持つなら我々も応援しようで

はないかというような気持ちが生まれればという気持ちで伺いましたが、この町全体と

して、その中でも学校の、小⋞中学校のですね、協力といいますか、そういう猶予とい

いますかね、というものを与えていただくことができないかどうかということをお尋ね

したわけですが、いずれにいたしましても参加が決まった外国選手チームの練習誘致は

当然これは強くやっていただきたい。そういうことを打ち出した上に、地域の人たちに

も行動できるようなことが必要ではないかというふうにして考えておったわけです。

そういう意味でもう一度お聞きしますけども、子供たちがそのオリンピックに私も出

たい。結果的には無理かもわかりませんね。ならなかったかもわかりませんけど、そう

いう夢を持って物事に取り組むという体制、そういうものをつくっていただきたいと。

それは当然いろんな条件があると思います。私、申し上げたように、スポーツ少年団を

中心にそういうものを町としてバックアップ。バックアップというのは体制づくりとい

う意味でお願いしたいと思うんですが、その辺の観点についてはどうお考えでしょうか。

これを最後に、最後の質問にしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 質問の相手が私ということでございますので、また答弁させて

いただきます。

スポーツ少年団の活動、今現在も町のほうとして教育委員会を含めて地域の方々にい

ろいろとお世話になりながら、活発な活動が今進んでいるところであります。その状況

の中でオリンピック選手へと結びつくということについては、やはり個々それぞれの子

供たちの思いもあるでしょうし、環境もあるでしょうし、あるいはそれにかかわってい

ただいておる指導者の方々の目、あるいはこの子供たちに対する光り輝くものに対して

の能力の高さの評価、そうしたものがあって高いレベルでのオリンピックということに

つながっていくと思っております。

町として、こう体制的に取り組んでいくということにはなりませんけれども、そうし

た目のある若い子供たち、ある。あるいはそうした子供たちがいるとするならば、いろ

いろな場面で町も含めて支援をしていって、７年後にオリンピックにつながっていくよ

うな選手が生まれてくれば非常に誇りに思いますし、またそうした取り組みについても

また議員の目からもいろいろなアドバイスや、あるいは視点での御提言もいただけたら

なと思っております。
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選手、オリンピックの選手、子供たちが目指してやっていくということについては非

常に夢があり希望があることでありますし、これが一生に一度あるかないか、あるいは

また次いつあるかわからないすばらしい世界の平和の祭典でありますので、それにかか

われる環境があれるというのがまず本当にすばらしいことでありますし、取り組んでい

くべき価値のあることではないかなと思っておるところであります。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖正彦君。

○議員（３番 大杖 正彦君） はい。質問は終わらせていただきますが、最後にロンド

ンオリンピックには御存じのようにアーチェリーの、県内から２名の選手が参加して、

アーチェリーの川中選手がメダルをとりました。町内から東京オリンピックに選手が出

ることを希望、願いつつ質問を終わらせていただきます。

○議長（野口 俊明君） これで３番、大杖正彦君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、４番、圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。４番、圓岡伸夫です。通告に従って３つの質問を

行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

まず最初に、臨時職員などの賃金の見直しはということで町長にお聞きしたいと思い

ます。

総務省の家計調査によると、消費税が８％に引き上げられると職業別では官公職員で

毎月８，６１６円、年間で約１０万３，０００円の負担増になるとされています。この

家計調査受けてだろうと思いますが、政府は１１月１５日の閣議で現在平均で７．８％

減額されている国家公務員給与の特例措置を今年度末で終了し、来年４月からはもとの

水準に戻すことを決定しました。

その一方で、先日配られました広報だいせん１２月号では、この、もとへ、役場の事

務補助を行う臨時職員の方の時間給は今年度と同じ８４０円で募集をされています。町

長も御承知のように、来年４月から消費税がこれまでの５％から８％に引き上げられま

すが、公務員で毎月８，６１６円、年間で約１０万３，０００円の負担増は、臨時や嘱

託など非正規で働く人も同じではないかと思いますが、広報だいせんの中では米印で賃

金は変更することがありますと書いてあることですし、４月から賃金の見直しをするつ

もりはないのか、町長にお聞きしたいと思います。

また、あわせて臨時と嘱託職員の方の人数もお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） はい。圓岡議員からの１番目の質問であります臨時職員などの

賃金の見直しはということについてであります。

国家公務員の給与の減額は、我が国の厳しい財政状況及び東日本大震災に対処する必

要性に鑑みて、一層の歳出削減が不可欠であることから、国家公務員の人件費を削減を

するため国家公務員の給与に関する特例を定めたものでありまして、平成２４年度から

平成２６年３月３１日まで、国家公務員給与を平均７．８％引き下げる特例措置を行っ

ているものであります。

国は来年４月からもとの水準に戻すことを決定したということでありますが、この決

定は特例的に給与を引き下げていたものを法律の定めていた期限が終了するために復元

されるものでございまして、消費税の引き上げにより給与が上がるものとは考えており

ません。

質問の中に、広報によると役場の事務補助を行う臨時職員の時間給は今年度と同じで

あり、見直しをするつもりはないかということでございますが、県内の自治体の臨時職

員の賃金を調査をされております団体からいただいた資料によりますと、本町の臨時職

員の賃金は手当などを冠しますと県内の自治体におきましても上位の賃金をお支払いし

ている状況にあり、現在のところ４月での見直しは考えておらないところであります。

県内近隣の自治体の状況を見守りながら、対応してまいりたいと考えております。

なお、２５年度の嘱託の職員の数が７４名、非常勤の関係で１１名、臨時で合わせま

すと１２０名ほどになります。正職員は２１３名というところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。町長にお聞きしたいと思います。働く貧困層とい

う言葉を知っておられますでしょうか。ワーキングプアと言ったほうが理解しやすいか

もしれません。これは正社員並みに働いてもおおむね年収２００万円以下をいうそうで

す。このたび配布された広報だいせんを見れば、臨時職員の登録者募集についてとして

掲載をされていますが、おおむね８４０円。教員免許や保育士資格、看護師や幼稚園教

諭の免許があっても９４０円になっていますが、この方たちの年収というのは一体幾ら

になるのかお聞きしたいと思います。

それから、国家公務員給与の特例措置についてでありますけれども、そもそもこの国

家公務員給与の特例減額措置は東日本大震災の復興財源に充当するため、２０１２年４

月から２年間限定で行われているものです。しかし、これは私の感覚ですけれども、復

興はまだ道半ばというよりは緒についたばかりと言ったほうがいいように感じています

けれども、それでも今年度末で終了し、来年４月からはもとの水準に戻します。これは

この根底に消費税の増税がある。そういうことは私は間違いないというふうに思います。

前置きの部分ですけれども、一体その年収幾らになるのかお聞きしたいと思います。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より述べさせていただきたいと思います、年収につ

きまして。

それから、この２年間ということについてのお話ございましたが、消費税ということ

に関してということのようにおっしゃいましたけども、やはり法律の定めの中で、当初

から期間を定めて取り組んできた経過の中で措置されるものであるというぐあいに認識

しております。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 臨時職員の方の年収ということですけれども、先ほど町長

のほうが臨時職員の方の人数を上げましたけれども、臨時職員の方もいろいろありまし

て、社保加入の臨時の方、それから雇用保険のみの方、それからそういうものもつかな

い週１回とか１日１時間とかいろいろたくさんありますので、ある程度年間の勤務の多

い方の平均年収になりますけれども、臨時の方で大山町約２００万、保育士の場合２１

０万、それから非常勤の場合は２４０万という形になっておりまして、昨年度、県内の

労働組合が県内の自治体を調べておられますけれども、この所得としましては県内でも

かなり上位の賃金を払っております。そういうこともありまして、先ほど町長が答弁い

たしましたけれども、近隣の状況を見て今後判断させていただきたいというふうに考え

ております。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。限りなく働く貧困層に近い。それプラスアルファ

かなというふうに感じました。

先ほどの答弁の中でも、かなり上位というふうに言われましたけれども、こういうと

ころこそ私はむしろさらに処遇をよくして、胸を張っていいというふうに思うんです。

一つ聞いておきたいのは、かなり上位という非常に抽象的な表現でありましたけれど

も、具体的にはなら全町村ですか、もとへ、全ての町の中でどのあたりの順位なのかと

いうことを具体的に聞きたいということとですね、私がこだわるのには、これは個人的

なものですけれども、山に上がる関係上でしょうか、私、竹田信玄公を非常に好きな戦

国の武将であります。武田信玄といえば風林火山が有名ですけれども、信玄公の国づく

りの理念は「人は城、人は石垣、人は堀、情けは味方、仇は敵なり」。国全体が城であ

り、人の輪こそまさに山河の険しさに匹敵すると信じた。これ甲府市の市役所の観光開

発課のホームページから引用させていただきましたけれども、こういう考えでたった３

代でしたけれどもあの乱世の世を生きてこられた。そういう武将を本当に好いている、

好きなんです。
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なかなかそうは言いながら、なら自分はできているかというとなかなか難しいところ

はありますけれども、幾ら町長が頑張ってもですね、実際町を全て動かそうと思えば末

端の職員の方までが一丸となってその町政に向かっていく必要があるだろうと。それに

はやはりこうやって４月からもう消費税が上がるのは間違いないわけですから、賃金が

上がらなければ実質は引き下げになるのではないかというふうに思います。もう既にア

ベノミクスで食用油や小麦粉を初めとするパン類、麺類など食料品の値段も上がってい

ます。この上４月から消費税導入をされれば、さらに上がることはもう火を見るより明

らかだと思います。

ならば、それに見合う相当額というものを引き上げた上で、かかった費用を国に対し

て国が決めたことですから交付税措置を求めていく。そういうものが町長のあるべき姿

ではないかというふうに私は思っておりますけれども、町長のお考えをお聞きしたいと

思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。詳細については担当より答えさせていただきたいと思い

ますが、まず１点の上位の内訳ということについては後ほど述べさせていただきます。

また、今の給与の関係でありますけども、基本的に町としては国が示します人勧、こ

ういったところを一つの基本として、基準として取り組みを進めている経過があります。

そのことをお伝えをさせていただきたいと思います。

また、先ほど竹田信玄公のお話がありました。私も人の輪、これがやはり大切な財産

であり、一番基本であると思っております。同じ思いを持つ中で、この町政の運営進め

てまいりたいと思っているところであります。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 順位ということですけれども、資料のデータの出し方等で

いろいろ違いはあるかもしれませんけれども、いただいた資料の中では臨時に関する賃

金、賃金じゃなくてね、年収ですね、これは県内で今のところ、昨年の段階では１番と

いう形です。非常勤の方の平均年収は、昨年の段階では３番目というところです。以上

です。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。次に移ります。

次に、中山小学校西側の道路の拡幅をということで、引き続いて町長にお聞きしたい

と思います。

２１日には待望の山陰道、赤碕中山インターから名和インターの区間が開通いたしま

す。中山小学校西側の立体交差を結ぶ町道中山小学校線も山陰道が開通すれば交通量が
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増加することが予想されますが、この道は３．５メートルの車道に路側帯しかなく、今

でも普通車同士のすれ違いもままなりませんが、来年度でも拡幅するつもりはないのか、

町長にお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。２点目の質問でございます。中山小学校西側の道路の拡

幅をということにつきまして、お答えをさせていただきます。

御質問の道路は、路線名を町道中山小学校線とする、平成１０年度に工事を完了し、

合併後の平成１３年……。失礼。合併後の平成１９年３月議会で認定議決をいただいた

下甲農免農道交差点及び町道中山口住吉線交差点を起点とする延長、実延長１０８メー

トルの町道でございます。この路線は道路幅員３メートル程度であったため、平成６年

度、地元から拡幅要望があり、当時、幅員５．５メートルで地元説明をいたしたところ、

通学路になっているので歩道設置をという声があり、地元調整の結果、現在の構造であ

りまして、平成７年度から４年間で事業費約３，５００万円で整備されたものでありま

す。

議員御質問の、山陰道開通後、交通量の増加が予想されるので、幅員拡幅するつもり

はないのかということでありますが、中山インターへは国道９号線の羽田井入り口交差

点から県道を経由するルートで誘導することとなっていることから、開通後につきまし

ては、交通量の変化を見きわめながら対応したいというぐあいに考えておりまして、現

時点で拡幅するという予定はございません。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。現時点では拡幅する予定はないということで、正

直、初めて知った部分というのがあるんですけれども、ただ、現地を見るとですね、僕

は不思議に思うんですけど、用地としてはかなり余裕があるんですよね。で、今、多少、

確かに現在の圃場の、あそこは用水ですね。圃場用水を見れば、多少つけかえは必要か

と思うんですけれども、ほんのちょっと用地取得をすれば、当時でも例えばテールアル

メをすればですね、車道、それなりの幅員を確保した上で歩道がついたのではないか。

この平成６年当時ですから、もう多分技術的にはテールアルメはあっただろうと思いま

すけれども、なぜそれができなかったのかということについてお聞きしたいというふう

に、まず１点です。

それから、中山インターへ国道９号の羽田井入り口からの誘導をする。インターをお

りてですね、東に向かう車はそれでいいのかもしれませんけれども、実際きのう走って

みましたけれども、ここの道だけではなくてですね、例えばインターをおりて、さあ県
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道に、県道下市赤碕停車場線ですか、これに突き当たるわけですけれども、左側のカー

ブですね、これは非常に今でも実際ナスパルタウンのほうから上がってきて県道に合流

するときに、左側が非常に見通しが悪くて、冷やっとすることが確かにあります。それ

から、本当に例えば大型車がなら西に向かって走ろうとするとですね、今度は退休寺の

あたりからもしかするとおりてしまうのかな、それとも幹線１号まで行くのかなと思い

ながら、仮に幹線、幹線１号のほうが非常に便利はいいんですけれども、あそこもまだ

案内そのものもありませんし、できてから、またそういう状態を見ながら今後対応され

ていくのかなというふうにも思いますけれども、もう既に開通することはわかっている

わけですから、それなりの心づもりといいましょうか、対応をするような手だてが必要

ではないかというふうに思いますけれども、町長のお考えをお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 圓岡議員にお願いしておきます。先ほどの今の質問の中で、最

初の部分の平成の合併以前の質問について、ここで答えれる私が見ても職員は誰一人い

ないと思いますので、この件についてはわかるだけの範囲内で答えていただきゃいいと

思いますが、場合によっては答えられないときは答えないでもよろしいです。質問自体

もですね、やっぱりもう少しそういう、不可能な質問というものは避けていただきたい

なと思っております。

それでは……。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。それぞれの質問につきまして、わかる範囲内で担当より

答えさせていただきます。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） はい。ただいまの御質問にお答えいたします。

まず最初の平成６年度の計画段階のことでございます。

議員、テールアルメ工法という手段はなかったかということでございますが、御承知

のとおり、その当時もテールアルメ工法は一般的に広く普及しておりまして、当時、中

山町建設課といたしまして、設置につきましても用地をできるだけ有効利用するために

検討したという経過があったということをお聞きしているところでございます。テール

アルメにつきましては、ストリップバーの進入長が非常に長くなるということは恐らく

議員も御承知のことだと思います。現在の道路の幅員といいますか用地の中では、現在、

本道としてあります下甲農免農道まで影響が出て、そちらのほうまでの開削が必要であ

ったということで、非常に工事費につきましても影響が大き過ぎるということで、現在

の構造になったというぐあいに承知しているところでございます。

次に、第２点の交通安全対策について、交通誘導についてはどうかということにつき

ましてでございますが、議員も恐らく現地のほう、よく御視察のことと思いますが、現
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在、町長の答弁にも申しておりますが、一般車両につきましては、県道を利用して国道

９号に誘導するという県道としての道路標識については設置の予定となっております。

ただ、カーブあるいは、につきましては、今後の交通状況を勘案しながら、町といたし

ましても要望していきたいというぐあいに考えているところでございます。

さらに、議員も恐らく本当に御心配していただいているところでございますが、町道

のほうにおりてくる車両につきましても、県道交差点において、国道９号を直進という

新たな道路看板をですね、町としても開通までに設置する手はずとしておりますので、

あわせて御報告させていただきます。以上です。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい、わかりました。

議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。では、予定より早いですけれども、最後の質問に

移りたいと思います。

最後に、よりよい公共工事をするためにということで、町長にお聞きしたいと思いま

す。

旅館うら通り整備事業は、総務課のカウンターにある７条による平成２５年度の公共

工事の発注見通しの公表を見れば、もともと７月に入札予定だったものが９月４日に入

札された結果、工期は９月６日から平成２６年１月３１日で、きのう上がってみました

けれども、とりあえず終わっていたようですけれども、とりあえずまだ工事期間内です

ので看板はありましたけれども、そういう状態でありました。

私は、思ったのは、大山寺地区では例年１２月中には根雪になるわけですけれども、

今後発注される工事については、今後というのはこの来年以降という話ですけれども、

１１月中に工事が終われるように発注するべきではないかと思いますけれども、予定よ

り入札が遅くなった理由と、この結局ずれたためにですね、かなり気温の低下した中で

の作業になったわけですけれども、その寒中工事に対する設計に単価や仕様がなってい

るのか、お聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） ３点目の質問でありますよりよい公共工事をするためにはとい

うことの御質問にお答えをさせていただきたいと存じます。

お尋ねの旅館うら通り整備工事は、街なみ環境整備事業の諸事業の一つとして道路改

良工事などを行うものでございます。議員御指摘のとおり、大山寺周辺における工事は

積雪などの自然環境を考慮して行う必要があると考えております。発注が遅くなりまし

たのは、町長選挙のため肉づけ予算として６月議会で予算措置がなされ、その後、同時

進行するほかの事業との調整に時間を要したためでございまして、９月に工事請負契約
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を締結するに至ったところでございます。工期を１月末といたしておりましたのは、あ

る程度の余裕を持たせていたものでありまして、本日現在では現場作業はほぼ終了をし、

一部仕上げと、あとは書類整理などを残すだけとなっているのが現状でございます。し

たがいまして、設計単価には積雪の中の工事などの補正は加えておりません。

今後も適正な工事発注に努めてまいりますことを申し添え、答弁とさせていただきま

す。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。非常によくわかりました。ただ、一つ言っておき

たいのは、本当に工事に携わられた皆さんがですね、当然私も工事、もともとは工事に

携わった人間の一人として、当然こういう季節になれば雪が降るのは当たり前ですし、

寒くなるのも当たり前ですから、いかに自分の与えられた環境や予算の中で、本当にそ

の施工業者に頼んでよかったと言われるような工事をするために、全ての現場に携わら

れる方が悩まれることだろうというふうに思っておりますけれども、実際、四六時中見

ているわけではありませんから、日曜返上であったり、日も短くなりましたから、それ

以前に少しでもできるようにということで努力された結果、こうやって今の状況にある

だろうというふうに思いますけれども、ここに、先ほど町長、答弁で言われましたよう

に、本当に適切な工事の発注に努めていただきたい、そういうふうに思いますけれども、

もう一度、今後に向けてですね、決意を聞けたらと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。議員の思いを受けとめさせていただいて、今後も適正な

工事発注に努めてまいりたいと存じます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで圓岡議員の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は１４時といたします。休憩しま

す。

午後１時５１分休憩

午後２時００分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、１２番、吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。それでは、通告に従いまして、２問質問いたしま

す。

まず、官民協働の町づくりとはというところで、町長に質問いたします。

－７１－



自治体経営では、限りある財政を有効に活用し、自治体の持続可能性を確保すること

が課題となっております。また、住民本位の行政を実現するためには、住民との相互信

頼、その基礎となる住民参加が必要と考えています。

１、町民との情報共有を推進する上で、事務事業の点検や各課の運営方針と目標の公

表をしてはどうでしょうか。

２番、町民と語り合う会の検討は。

３番、まちづくり地区会議の現状とこれからは。

以上、１問目の質問をいたします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 吉原議員の１点目の質問であります官民協働の町づくりはとい

うことにつきまして、３点御質問をいただいております。お答えをさせていただきたい

と存じます。

まず１点目の、町民との情報共有を推進する上で、事務事業の点検や各課の運営方針

と目標の公表をしてはどうかということでございますが、事務事業の点検につきまして

は、今年度、作業を行っているところであります。

事務事業は、分類の仕方によってその数が異なってまいりますが、今回の点検業務で

は、平成２４年度に実施をいたしました一般会計事業のうち、除いた事業として４項目

あります。まず１点目が、職員給与費及び公債費のみの事業、２点目が、直接町民サー

ビスに直結しない、対象が町の組織内部に限られた定型的な管理業務、各課運営に充て

られる一般事務費と、３点目に、国の法令や県の条例などで実施を義務づけられている

事務事業で、町の裁量により経費の増減の余地がないもの、法定扶助費や国、県工事負

担金などであります。４点目に、法令によって国や県から委託されて実施する事業、統

計調査や国、県の選挙、外国人登録、戸籍事務などの法定受託事務であります。こうい

った事業を除いて約２９０の業務について点検を行っております。

これまでも合併時の事務事業の調整や行財政改革の集中改革プラン策定などにおいて

事務事業の点検を行っておりますが、今回のような形での実施は初めてでございますの

で、ふなれな面もございますが、公表する方向で検討してまいりたいと思います。

各課の運営方針と目標ということでありますが、これまでも各課にはその年度の各課

の重点施策と課題を提出させ、その年度の取り組み、目標について確認を行っておりま

す。その内容を住民の皆さんにお知らせするということが議員が提案されていることに

つながると思いますので、公表の仕方を含め、検討させていただきたいと思います。

２点目の町民と語り合う会の検討についてでありますが、官民協働の町づくりの一環

として、集落や団体の会合等に私が直接お伺いをし、それぞれ御希望のテーマに沿って

意見交換をする町長の出前座談会、あるいは集落行政懇談会、これを以前から持たせて
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いただいているところであります。

また、個人の方からも気軽に声を寄せていただくことができるよう、町報だいせんに

折り込む町長への手紙や町長の聞く耳ボックス、ホームページの行政目安箱などの手段

を用意をし、御意見や御提言に対しては適時御返答しているところでもあります。

吉原議員の御質問の趣旨は、町長と語り合う会という表題での会を別途に持ったらど

うかということかなというぐあいに思うところでありますが、先ほど述べましたような

方法によってその狙いを果たしているものと考えているところであります。御理解を賜

りたいと存じます。

３点目のまちづくり地区会議の現状とこれからはということについてであります。

現在、地域自主組織を立ち上げられました高麗地区のふれあいの郷かあら山を除く旧

小学校区単位の９地区にまちづくり地区会議がございます。これらの地区会議が全て同

じ足並みで進んでいるわけではございません。今年度中に地域自主組織の設立が見込ま

れる地区会議もございますが、しばらく話し合いが中断している地区会議もございます。

また、地区内にできる空き保育所の活用を話し合っていただいている地区会議、地区の

拠点となる施設を検討しておられる地区会議など、状況はさまざまございます。いずれ

にいたしましても、組織づくりに向けた取り組みをまちづくり委員さんと行政が一緒に

なって進めていくと、進めているというのが現状でございまして、組織づくりに向けて

歩みの速度や道筋には違いはございますが、目指す方向は同じであると考えており、引

き続きそれぞれの地区会議の取り組みが進展してまいりますように支援を行ってまいり

たいと考えております。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。先ほどの答弁で、まず最初の事務事業の点検とか

運営方針の目標について、公表する方向ということで、すんなりと前向きな検討をいた

だきましたので、これについては公表の仕方等を見守っていきたいと思っております。

その趣旨はと申しますと、やはり、その次に行きますけれども、やはり町民と議会と

行政、今、その３者が協働していくという時代になったかと思います。私が申し上げる

のは、確かに私たち自身も町民と語る会を開いております。その前までは報告会でした。

その中でいろいろな意見が出ます。耳に痛いこともありますし、また、全く理解がして

もらってないなというところで発見があったりいたしますが、主に私たちの意見、私た

ちに対する意見要望というよりは、行政に対する意見、要望が多くありまして、いつも

まとめて町長に議長のほうより報告いたすわけですけれども、特に感じたのはですね、

町民さんからの要望の行政懇談会の要望が、以前、２４年度の１１月の報告会から出て

おります。またことしも出ました。ことしの春も出ました。春といいますか、夏ですね。

ということは、町民さんはやはり今の状況では満足してないということです。で、手を
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挙げてどうぞと言われますけれども、やはり村のほうで手を挙げてというところになり

ますとまた村の同意が要りますし、行政懇談会というふうにきちんと銘打って町長が出

てきます。町長と行政の課長か交代かわかりませんが、そういうことになりますと、ま

た違う面があらわれるのではないかと思います。

前と同じことです。１１月の報告、２４年度の報告の資料でですね、住民と行政が直

接に対話できる行政懇談会のような会の設置要望がありましたというふうに前の議会で

報告しております。その答えがですね、やはり同じように、旧町単位で意見交換会を行

っていますとか、そういうふうに書いてあります。けれども今年度もまたそういう意見

が出たということであります。

そして、地区会議での行政との橋渡しをするというところでですね、やはり地区会議

に出かけられてもいいわけです。ですからもう少し柔軟に考えられて、町長自身がきち

んと町民と向かい合うという姿勢が大事なのではないかと思います。

結局、私が今回見本としておりますのは、研修を受けまして、滋賀県のほうの、三鷹

市の市長の講演を聞いて感銘を受けて、また実際にやっておられるわけですから、でき

るのではないかと提案しているわけですけれども、この市長も物すごく忙しい方です。

他たちの１０倍の人口を持っておられまして、事業数も物すごいです。その中で必ずや

はり市長と語り合う会を開いておられます。ですからそれは市長が、町長がどのような

会合の形でもいいわけです。こちらのほうが提案されて、地区会議の代表者でもいいで

すし、また、代表というか、地区会議の中に入っていって聞いてこられてもいいです。

また、ここでは１８歳以上の、選ばれて、１８歳以上の中から希望者をとって、無作為

とか無抽出ですね。それでずっとそれを、希望者１１０人あったそうですけど、それを

２回、２日間で５回されたと、そういう意見のとり方もありますので、やはり、忙しい

でしょうけれども、やはり、私も思ったんですけど、町民と語る会も本当に大変ですけ

れども、実際に新しく聞いてみると、私たち議会も町民の代表ですけれども、町民さん

もいろんな思いを持ってこられる。その中でヒントがあったりもいたします、こんなと

ころがわかってなかったのかなという発見もありますので、ぜひそういう、町長みずか

ら、また三役、また課長の方々みずから１回町民の方と対峙されて、どんなところに問

題点があるのか、回答していただき、私たちが回答するのとまた違うと思います。私た

ちはその回答とか経緯を見守りながら、また次の段階のまた町政に対する意見がまた申

し述べられると思いますが、その点について、町長はどのようにお考えでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。吉原議員より御質問いただきました。

町民と語る会ということについての御質問だというぐあいに思っておるところですが、

町民と語る会をやっていないということではありません。先ほど申し上げましたように、

集落のほうに出向いての集落行政懇談会、これもずっと取り組んできた中で、５０集落
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ほどあったりしておりますし、もちろんいろいろな現場で活動しておられますグループ、

そうしたところにお邪魔をしての、テーマを持ちながら活動しておられますところの方

々との意見交換会、実施してきたりしておるところであります。いろいろなやり方の中

で、町民と語る会、そういった場を設けてきているというところでありますので、その

点のところとどう違うのかなと思って伺ったところであります。そうした捉え方の問題

かなと思っておるところでありますが、引き続き今やってきておりますいろいろな現場

で活動しておられます方々との意見交換会や語り合う会、継続して続けてまいりたいと

思っております。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） どうしてもそこが折り合いませんが、集落での座談会と

いいますと、集落がまとまって町長に要望しなくちゃいけないと思うんですね。じゃあ

その集落で、その中で特に強く思っておられても、別に町長と語る機会は、その集落が

事業を実施しないとできないわけです。で、私たち議員と語る会も３日間連続してやる

わけですけれども、前向きな意見もありますし、今回なんかもですね、実際に防災マッ

プのことを言われたり、また、滞納者の行政サービス制限条約について語られる方もお

られました、もう早くも。というふうに、結構いろんな意見が出て、痛い意見もありま

すけれども、すぐにこちらが勉強になることもあります。それを行政もやっていただく

と、私たちとだけでなくて、まず行政に対して行政さんが言ったことを私たちがまた、

その対応について私たちがまた検討ができるという、そういうレベルになっていくと思

うんですけれども、その辺が町長との考え違いなんでしょうか。と思いますので、これ

についてもう一つ聞きたいと思います。そういうふうに行政がすぐ答えるということが

どれだけ大きいかということですね。私たちは行政のかわりに答えているわけですから、

今は。そういう要望がいつも出てきますので、今言っているわけです。ですから集落の

座談会とはちょっと違うなと思いますが、それ以上は、このことについては町長にもう

１回意見を述べていただきたいと思いますが、続きましてですね、そのことがまた、町

長が実際に出向いて信頼関係を築くということについて、大事なことではないかと思い

ます。やはり町政というのは信頼関係がなければ成り立たない行政ではないかと思って

います。

実際に私が何で三鷹市を言うかといいますと、平成２３年度に三鷹市が基本計画策定

に向けた市民満足度意向調査をしたときにですね、結果ではですね、９割の市民が信頼

していると回答されたということがあります。で、２４年度には第１回自治体経営の革

新度調査１位になってます。そういうところと比較検討するのはどうかとは思いますが、

そうはいっても私たち１万７，０００人ほどの大山町ですので、できないことはないと

思うんですね。ですからどういう姿勢でそういうことを言われるのかということを聞き

たいと思います。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。信頼関係というお話をいただきましたので、まさにその

とおりだと思っております。信頼関係の築くということについては、私はやはり一番大

切なのは、現場で実際に取り組んでおられる方々のお声を聞いて、それがお一人の声で

あるよりも、やはり地域であるとするならば地域集落、そうした総体の意見として要望

を伺って、それを課題に対して取り組んでいくということが私はまず必要であると思っ

ております。お互いに意見交換をするということも必要かなと思いますけども、やはり

実際に活動しておられるところとの意見交換あるいは語り合うことの中から課題を出し

ていただいて、それに対して的確に対応していく。あるいはできないこともあるとする

ならばそれはそれとしてつなげていく。その積み重ねの中に、私はまちづくりの基本に

集落があるというぐあいに考えておりますので、やはり集落とのつながりをしっかりと

構築をしていく。そこからであると思っております。

もちろん集落で解決できない問題もあります。今、まちづくり地区会議でもいろいろ

な課題を抱えながら、本当にたびたび会合を持っていただいております。そうした方々

との活動、あるいはその状況を常に担当課のほうから報告を受けながら、１０あります

地区会議あるいは自主組織の活動を承知しているところであります。いろいろな場面で

出かけさせていただいて、現場との交流や意見交換を深めながら信頼関係を構築してい

く。私はそれが自分としての大切なスタンスとして持っているところであります。

議員がおっしゃいます議会のほうでの今、いろいろな報告会であったり、議会での意

見交換会、語り合う会を持っておられるということでありますので、それはそれとして、

議会の考え方の中で会を持っていただいて、そこから出てきますいろいろな案件につい

ては私どものほうにいただいて、それをまたお返しさせてもらうというような形の中で

のやりとりも、これまた大切なことでないかなと思っているところであります。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。私たちは粛々と町民と語る会を続けていきたいと

思っております。

その町長言われます集落に軸足を置いたという集落の話ですけれども、まちづくりの

話に移りたいと思います。

まちづくりの地区会議は、それぞれに確かに波がありまして、それからさまざまに、

今、状況が違っています。話し合いが中断している地区会議もあるということでありま

す。で、片や、今となってはもう行政の肩がわりをするのではないかというぐらい発展

している地区会議もあります。その中で私が今危惧するのは、私自身も村づくり、まち

づくりに細々ながら携わっているわけですけれども、やはりそこのボランティアという

か、ボランティア精神で皆さんやっていると思うんです。実際に仕事を持っておられる
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方、夜の忙しい中に出て会議に入る。また、仕事がないような方はお金もないけど頑張

る。そういうような方もいます。ですので、やはり同じように行政のほうも汗をかいて

もらわなくちゃという気があります。

そうしますと、一律ではないその地区会議とか、支え合いから始まったはずなんです

けれども、それだけ、町長もそこに熱心に取り組むと言いながらですね、じゃあそこの

地区会議であり、まちづくりであり、そこにもう少し、なかなか元気が出ないところと

か、そういうところにもう少し深くかかわっていくとか、そういう職員さんが要るんじ

ゃないでしょうか。今、職員さんも目いっぱいだと思いますけれどもね。そしてなるべ

く足並みをそろえていかないと、やはり住民さんの中にはそこの村に住んでいるけれど、

自分の思いはあるけれどもなかなか地区会議とかに発展していかないという思いの方、

たくさんいると思いますよ。ほかの情報はどんどん入ります。こんなことやってます。

あんなことをやってます。テレビでも出る。広報でも出ます。そういうところの今でき

てない住民さんに対して、町長はどのようにお考えになりますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。進捗といいますか、それぞれの取り組んでおられますと

ころの内容について、担当のほうからも少し補足をさせていただきたいと思いますけれ

ども、基本的にまちづくりの地区会議ということについては、特に集落でなかなか解決

できない問題、そういったことを校区単位で、旧校区単位で取り組んでいこうと、その

根本には、やはり自分たちの住んでいる地域は自分たちで考え、自分たちで守り、自分

たちで育てていこう、次の世代につなげていこうという視点であると思っております。

ボランティアというぐあいにおっしゃっております。まさに本当にお世話になる方々に

はそうした位置づけになろうとは思いますけれども、そういってもやはり自分たちが住

んでいるこの地域、あるいは村、それをしっかりと守り、次の世代につなげていくのは、

やはりそこに住んでいる方が基本であると思っております。

いろいろな取り組みを進めていく中で、そこに活発な方々や、いろいろな思いの方々

がおられたり、あるいはこれからそういった方々が育っていかれたり、舞台に出てもら

ったりという形の中での進捗状況の早い遅い、あるとは思っております。やはり地区会

議の中でも大切なのは、人のエネルギーであり、人の財産であると思っております。そ

うした方々の構築、積み重ねを進める中で、遅いステージにあった方でもある段階から

加速をして、その地域に合った取り組みにどんどんシフトされることもあろうと思って

おります。私は、早い遅いということを特に気せってやっていくということではないと

思っているところであります。

そうした状況でですね、私は思っておりますので、本当に地区会議でいろいろと活動

していただいてます方々には心より感謝と敬意を申し上げたいと思いますし、引き続き

自分たちの住んでいるこの地域、私たちも一緒になって汗をかかせてもらいますし、担
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当課も本当に夜も遅くなって担当分野を分けながら対応させてもらっているところであ

ります。そこから出てきましたいろいろなアクション、取り組みについては、行政とし

てもいろいろな手だてをしながら対応させていただいていると思っておりますし、これ

からの取り組みの中でも、いろいろな課題はあろうと思いますけれども、一緒に汗をか

いていくということが基本でありますし、していかなければならないことだというぐあ

いに思っているところであります。

○企画情報課長（戸野 隆弘君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 戸野企画情報課長。

○企画情報課長（戸野 隆弘君） 失礼いたします。１０地区の振興状況につきまして、

若干報告をさせていただきます。

御承知のように、高麗地区ふれあいの郷かあら山地域自主組織ということで活動を確

立されて、今、町のモデル事業に取り組まれておるということは御承知のとおりと思い

ます。今の見込みでありますけども、今年度中にもう１地区、逢坂地区が同様にこの要

件に合った地域自主組織を設立するという今スケジュールを立てられて、具体的な取り

組みをされているという段階に来ております。そのほか、このかあら山なり、あるいは

近くモデルの地区となられる予定の逢坂、こういった姿を目指していこうということで、

もう少し規模は小さいですけども、モデル事業の中の事業に取り組まれておる地区がそ

のほかにも５つあります。

それぞれのところ、このまちづくりの委員さんのミッションでありますけども、それ

ぞれの地域の課題を整理して、その解決に向けた方策の検討、まちづくり活動の実践、

そういうことを通じてまちづくり活動を継続的に実施できる仕組みづくりを構築すると

いう、こういう使命を持って活動していただいているところであります。それぞれの地

区のいろいろな課題というのはさまざまですので、その取り組み方についていろんな切

り口から入っておられるというところであります。例えば大山地区でありますと、大山

古道という古い道がある。そういったところを改めて復活していこうというような取り

組みもありますし、災害も近年あったということで、つい先般、自然災害対策訓練とい

うのを大きな規模でやっておられます。同様に、所子地区につきましても防災フェスタ

ということで、規模の大きな防災訓練を実施されております。

御来屋地区につきましては、例えば地域の若者たちを集まってもらう会、そしていろ

いろ若者の視点から地域の課題、あり方を語ってもらうような会を３回行っておられま

す。また今年度中に引き続きその会を開かれるというようなこともありますし、子供た

ちも含めて、夜、御来屋地区のいろんな地区を、場所を歩いてみようということで、ナ

イトウオークを実施されたりしておられたり、また、こちらのほうも防災の関心が非常

に高いということで、炊き出しの訓練などもされる予定もありますし、防災のキットを

各戸に配布するというようなこともこういった事業の中で行っておられます。

そのほか、高麗、逢坂、レクリエーション大会などをされておられたり、上中山につ

－７８－



いても学びの里甲川の活動も御承知のとおりであります。名和地区についても現在、保

育所が来年度からあくということで、その活用を検討されておるというようなことでご

ざいます。

活動が順調でないといいますか、話し合いがうまく進んでないという地区もございま

すけども、そのあたりにつきましては、今後、もう一度改めてその地区の課題をまちづ

くり委員さんと共有できるように、話し合いが再開できるようなことを働きかけを繰り

返していきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。詳しく述べていただきました。いろいろ活動して

いるのもよくわかっています。私の論点は、活動できていないところのてこ入れはとい

うことでしたけれども、それで、できる限りということであります。結局、町長の論点

は、自分たちが汗をしてということを一生懸命言われますけれども、私は官民協働と言

っておりますので、課長、職員の方で、その地区にかかわりある方も手を挙げて、ボラ

ンティアで一緒に加わっていただいてもいいのではないかということであります。お互

いに仕事が終わった後とか、そういうことでありますので。というのは、まとめ方とか、

また処理とか、そしてまたそういう決算の仕方とか、そういうところで行政の手腕が要

るわけでありまして、そこでもうつまずいていることもありますし、それから、あと一

つ、今、地区会議の小さい中で、村づくりとか、そういうことをやっています。その中

で、村づくりのことをしながら地区会議とのかかわりというのはどうなるのかなという

のがあります。それが１点。地区会議が発展していったら、地区会議の中に村づくりの

事業が組み込まれていくのかということが一つ。もう簡単でいいですので、担当課が答

えてください。

それから、あと一つ、ある地区会議はですね、拠点施設がないまんまであります。は

っきりしました。で、すごくやきもきしてるんですけど、それについての回答もまだあ

りません。ですから、できることはきちんと同じようにしていただきたいと思いますが、

とにかくそういう差があるということも確かですので、その拠点施設がない、見えない

ところが、活動はよく頑張っています。そういうところができていますが、それについ

てもどうなのか。２点、簡単にお答えください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当よりということでありますので、担当のほうから答

えさせていただきます。

○企画情報課長（戸野 隆弘君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 戸野企画情報課長。

○企画情報課長（戸野 隆弘君） まちづくりの組織の中での事業という１点目は御趣旨
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かと思いました。先ほど申しました、一部申しましたけども、町のほうでモデル事業等

を創設しております。また、そのモデル事業に取り組むに当たりましても、そのほかい

ろいろな、必要な場合には県の事業等もあわせて行うということも可能でありますので、

できる方法を御相談をしていきたいと思っております。

２点目の拠点施設がないところにの対応ということでありますけども、そのことにつ

きましては、なかなかこの施設をということで、町のほうとして用意できるということ

はなかなかないわけですけども、例えば保育所等があいた場合には、まず一番初めに地

区会議でそれを利用されるかどうか、そういったときに優先順位としてはまず地区会議

の意向を尊重するということはしておりますので、可能な範囲で配慮をしておるという

ふうに思っております。町のほうで拠点施設をここと決めるというわけにもなりません

ので、住民の皆さんの意向、あるいはそういう適当な空き施設ができるタイミングがあ

るのかないのか、そういうこともあわせて相談をしながら拠点施設を見つけていけたら

というふうに思っております。以上です。

○町長（森田 増範君） 議長、済みません。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 最初の質問が十分答えてないかなと思いましたので。

地区会議と村づくりとの関係ということであります。私は、地区会議の活動は、村で

なかなか解決できないということ、あるいは広域ですることによって効果が上がること、

そうしたことが地区会議での大きな視点ではないのかなと思っておるところであります。

あわせまして、いずれにしても、吉原議員も御苦労していただいておると思いますけ

ども、まちづくり地区会議の活動に、あるいは自主、地域自主組織の活動においては、

区長会、あるいは自治会長さん、集落や自治会との連携ということがあって、より実り

があり、充実した内容になっていくんだろうなということであると思いますので、そう

したことの連携ということも大きなポイントであると思っております。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。先ほどの課長の答弁で、地区会議で場所がないと

いうのは、保育園ですけども、統合事業の中で保育園があかなかったという事例であり

ます。ですので、選ぶも何も、場所がないと言っているわけでありますけど、それを訂

正しておきますが、もう次に移ります。

ですので、答えがちぐはぐになっておりますが、把握してないということがわかりま

した。課長が。具体的に言うと、私もあんまり個人的なことを言う……。その地区に所

属していますので、固有名詞は出しませんでしたが、拠点施設について、予定しておっ

た保育園はあかなかったという事例を言ったわけであります。それを把握しておられな

いということですね。

２問目に移ります。時間がありませんので。
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思い切った子育て支援をというところで、本町の２４年度出生数はとうとう８９名と

なってしまい、唖然とするばかりでありますが、嘆いてばかりもおられません。

ことし研修に行った先の一つである三笠市では、小中一貫教育を初めとする多様な教

育施策を勉強してきました。その中で特に思い切った施策として、平成１８年度から小

学校の給食費の無料化、平成２３年度からは保育料の実質無料化が実施され、定住促進

を図っておられます。本町でもまずどちらかを導入してはどうでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。吉原議員より２点目の質問であります思い切った子育て

支援をということにつきまして、お答えをさせていただきます。

まず、給食費の無料化についてでありますが、給食費として保護者に負担をしていた

だいているのは原材料費に係る部分のみでありまして、調理に係る人件費、光熱水費な

どは全て町が負担をいたしており、給食の内容に対して決して高い負担額とは考えてお

りません。また、就学援助の制度により、給食費を全額支給している世帯もございます。

地域によりさまざまな子育て支援策を行っておられるところでありますが、保護者の方

々に一定の責任を果たしていただくという意味でも、現時点では給食費の無料化という

ことについて行う考えはございません。

次に、保育料の実質無料化についてでありますが、これからの子育て施策は、保育料

の無償化も含めて、平成２７年度から実施をされます国の子ども⋞子育て支援新制度の

中で詳細が示されるものと考えておりまして、今後の動向を注視しながら検討してまい

りたいと考えております。

現在の制度では、３人以上の子供を同時に保育している場合の第３子以降の保育料が

無料となりますが、最近、新聞などでも報道されましたように、関係閣僚⋞与野党実務

者連絡会議において、５歳児の保育料無償化が検討されているところであります。

ただ、このような保育料の無償、保育料無償の取り組みにつきましては、歓迎する意

見もある一方で、幾つかの問題も指摘されております。まず、保育料が無償化された場

合、家庭で子供を養育している保護者との不公平が生じるという問題であります。御存

じのとおり保育所へ入所するには保護者の就労などで保育に欠ける、この要件が必要に

なり、全ての世帯の子供が入所されているわけではございません。また、早い時期から

子供を保育所に預ける動きが一層加速するという問題もございます。子供が成長してい

く過程において、乳幼児期に子供が望んだような愛され方、これを十分にしていただく

ことによって、親子の人間関係の基礎をつくること、これが非常に大切だというぐあい

に話される専門家もたくさんおられます。両親の就労、あるいは核家族化などで子供を

保育所に預ける必要のある方がたくさんおられるということは承知いたしておりますが、

家庭で子育てをするということも大切にした支援策、これも考えていく必要があると存
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じます。

以上で私のほうからの答弁にかえさせていただきます。教育委員長のほうからも一言

いただきます。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいまの吉原議員さんの思い切った子育て支援をとい

う御質問につきまして、教育委員会からお答えいたします。

先ほどの町長の答弁のとおりでございます。教育委員会といたしましても、子育て支

援策の一層の充実を目指していきたい、そういう強い思いは持ちながら、しかしまた、

あわせて幾つかの懸念も持ちながら、幼児教育無償化を含めまして、子ども⋞子育て支

援新制度においてどのような制度改革が示されていくのか、今、国の動向を注視してい

るというところでございます。以上です。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。私もいつも教育委員会にはですね、いつも教育の

質を上げるとか、そういう質問ばかりしておりまして、初めてこういうことを申し上げ

ました。というのはですね、北海道に研修に行きましたときに、その中で、本当はここ

は小中一貫教育の勉強にということがありました。それから、東川町というところもユ

ニークな施策をやっており、本当になぜ北海道かと思ったんですけれども、北海道とい

うところは一番今、日本の縮図というか、ここの町もですね、三笠町もですね、炭鉱の

町でありまして、夕張と同じような状況にあります。ですから市といいながら、実際に

人口は私たちと変わりません。七、八千人であります。もっと少ないんですね。それか

ら、１０万人からどんどん減ってるんです。本当に物すごい危機感を感じているので、

案外北海道という各町はですね、いろんなことを工夫されているのかなと思ったわけで

あります。

ですので、そういうこと、教育の質を上げて子育て支援をというのはもうどこの町で

もやっていますし、また、私たち大山町ももう小中一貫教育に近いことになっています。

保小連携もしています。ですけども、定住策の、何てというか、決め手ということには

なっていない状態であると思います。

それで、ここの三笠市がなぜこういうことになったかという経緯を見ますとですね、

限られた財源の中で、地域全体で子供を育てるという観点に立ち、全ての対象者に均等

なサービスを提供でき、また、定住策の観点から、他市町村との差別化を図ることの事

業としてということで小学校給食費の無料を決めたわけであります。それは１８年間。

ですので長く続いていますね。それから２３年に保育料の無償化にまた、無償というか、

実質無償化でありますので、これはまた違う方法がちょっとあるんですけども、という
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ことです。

それから、これが出された経緯ですけれども、職員の中から意見を集約した結果、限

られた財源の中でも全ての対象者に均等なサービスを提供できる施策として、小学校給

食費の無料化を考えたとあります。ですので、いろいろとあぐねた結果ではあります。

それは他町のこととは思えないと思うんです。私たち、あんまり時間がありませんが、

本当に若いお母さんに聞きますと、実質的に第１子、第２子、第３子、３人ぐらい欲し

いです。でも２人目から３人目にどれだけお金がかかるかとか、本当に訴えておられま

す。実際に私なんかも子育てしているときが一番家計が苦しかったです。よく覚えてい

ますのは、家のローンとかもそのときちょうど押し寄せてきます。ローンが終わるのが

子育てが終わるころです。家のローンも。とか家賃でもそうです。ですから私なんかも

家のローンを払ったりすると、まず給食費を集めに来るので、ないと言えませんので、

引き出しにちゃんとしまっておいたという経験があります。昔って、そうですけど。こ

れからまた消費税も上がります。実際に私たちは本当、教育の質はもう本当ほかに誇っ

ていいと思うんですけれども、その中でやはり思い切った子育て支援ということで、施

策ということで、教育委員会の資料の中にこれ、施策が入っているんですね。

そういうところについて、そうはいっても経済的な問題ですので町長にお聞きします

が、ここの三笠町もですね、経常収支比率は９０．８％、もっと硬直しています。で、

公債比率は１５．３％。自主財源は１９．２％です。以上のことを考慮して、もう一度

答弁願います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。三笠市のお話がありましたけども、そちらの自治体は自

治体としての考え方の中でそのような取り組みをしておられるということだろうと思っ

ております。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。続きましてですね、じゃあ教育予算を編成すると

きに、今度は教育委員会にお尋ねしますけれども、いろんな事業があります。子育て支

援の事業は国、県の事業に準じていることが多いと思います。で、その中には、いろん

な事業の中には、いつも私が申し上げてましたけれども、さくらマラソンとか、そうい

う事業もありますね。それが本当に効果とか、さくらマラソンについてはここ書いてあ

りませんので、今できる答弁でいいですけれども、そういうふうに事業の検討の中で本

当に政策が、教育委員会もお金のことは関係ないといいながら、本当にこれからそうい

うことを精査しながら施策を考えていく気があるのかどうか。どうでしょうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。
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○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、では担当課、

社会教育課長のほうより御返答いたします。

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 手島社会教育課長。

○社会教育課長（手島千津夫君） 先ほどからのお言葉の中の一つの例として挙げてくだ

さったのかなと思っておりますけれども、今現在、名和マラソンフェスタという名称を

つけて、かなりの年数を旧町時代から引き継いで展開をしているという事業でございま

す。確かにさまざまな施策を行う場合に、こちらの事業をするためにはその予算がない

からこちらから持ってこんといけんという財源のことを十分に勘案しながら行っていく

ということがやっぱり必要でないかと思っております。教育委員会のほうといたしまし

ても、もちろん財政と話をする中、一つ一つの事業について検討した結果で御無理を言

っているという経過がございます。

名和マラソンフェスタそのものにつきましては、自分も実は名和、中山の出身なもの

でございますから、これだけの大きなものをよく町で運営してこられたなという実感も

しておりました。ただですね、合併後に展開した中で、やはり今の時代の流れというん

でしょうか、健康志向、あるいはジョギングブーム、そのようなことも手伝いまして、

本当に膨らむばかり、それだけたくさんの方が参加されるんだなとびっくりするぐらい

の方々をお迎えした大会になっております。

その中で、今現在８０万円ほどの予算を今年度いただき、来年度はちょっと足らない

のかなということで、１００万ぐらいにというような形の予算を使わせていただいてい

るんですけれども、吉原議員さんの今の御指摘、それだけではない。職員のほうもかな

りの時間、したがってですね、拘束されるというようなものも伴っておりますので、一

つ一つ精査していかんといけんということはもう十分考えております。その上で改めて

財政のほうと話をしていくというのが今の現状だということで、いろんな御意見をいた

だくと思いますけれども、これについては今のところ自分たちの立場からいいましても

いい事業だなと思ってやっているということだと思っております。ただ、大切な意見だ

なと思って聞かせていただきました。ありがとうございます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） はい。いろいろな考え方があるでしょうけれども、例え

ばの話ですけれども、事業精査の中で、じゃあ本当に、私、前から言ってましたけど、

さくらマラソンの話だけするわけではありません。ただ、財源の問題として話しするん

ですけれども、効果という点で、アンケートもとってませんし、前から言っておりまし

たけど、本当に大山町にお金が落ちているのかということはあると思います。

で、そういうもろもろですけれども、今度は町長に聞きますけど、今の子育て世代の

アンケートも１回とられて、どういうことに困っているのか、また、ここの世代の、子
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育て世代の意見は多分東京……。済みません。米子近郊の今住んでいる潜在的な大山町

に来るかもわからない、定住するかもわからない世代の意見でもあると思いますので、

一度そういう世代のアンケートもとっていただけたらと思います。

そして、なぜ私もこんなに言うかといいますと、この子育て支援は東川町でもやって

おります。東川町は人口がずっと減っておりません、この１０年。というのもやはりい

ろんな施策をしている効果もあるかと思います。そして、一つの方法としては、ただに

するのではなくて、そのお金を商工会などの、今の補修、修繕制度と一緒ですけれども、

商工会の商品券としてかわりに家庭に、その家庭に配るというか、そういう方法もとっ

ておられますので、子育て支援の関係で今の商工会の活性化もできるという方法もある

かと思いますので、そういう点でも本当に検討してみたらと思いますが、どうでしょう

か。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。議員より、無償化ということも含めながら、さまざまな

定住対策というお話の提案だったかなというぐあいに思っております。既に議員も御承

知のように、町でも本当に子育て支援策というような取り組みはいろいろな場面でやっ

ております。これは２３年度につくり上げました段階での大山町の子育て支援策ですけ

れども、保健課の関係、学校教育課の関係、福祉介護課の関係、いろいろな場面の中で、

その子供に対しての子育て支援策を実施しております。２３年度でありますので、それ

以降、４年度、５年度も国や県の事業も絡めてさらに充実した内容になっておるという

ぐあいに思っております。ただ、そうした施策がそのままストレートに子育ての、子供

たちの、あるいは若者定住につながっているかということについては、これは我が町だ

けではなく、全国的にもそうだと思いますけれども、非常に課題として持っているとこ

ろであると認識しております。

先ほど若者定住を含めたですね、お話もいただきました。私自身思っておりますのは、

このたび国のほうでも新しい子育て支援制度、このたびも条例のほうでも提出させてい

ただいておりますけれども、国のそうした新しい制度を絡めながらですね、やはり子育

て支援の全体的な、トータル的な取り組みをしていかなければならないんだろうなと思

っております。それは大山町でずっと取り組んでおります今までの事業をベースにしな

がら、各課で取り組んでおることをトータル的にですね、組み立てていく、そういうこ

とも必要だろうと思っております。結婚される前段からのやはり取り組みが定住対策で

あり、少子化対策には必要だろうと思っておりますので、先ほど来から出ております中

でのスタートとしては、やはり婚活事業であったりですね、あるいは出会いがあったと

きには結婚される。あるいはその後での妊娠や出産や、そして子育て、育児の関係、さ

らには幼児教育、学校での就学、さらには先ほどおっしゃいましたように移住定住、若

者が定住するための仕組み、そうしたようなものがですね、やはりトータルとして、仕
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組みとしてつくり上げていく必要性が非常にあるなというぐあいに思っております。

なかなかこの課題について、すぐきっちりというものはなかなかできないかもしれま

せんけれども、そうしたことを踏まえて、新制度も勉強させていただきながら、今のよ

うな思いを持って取り組みにチャレンジしてみたいなというぐあいに思っているところ

であります。いろいろな場面でまた御指導や、あるいはそうしたものが少しずつ見えて

きますれば、議会のほうにも御相談をさせてもらったりというぐあいに思いますが、今、

そのような思いでおるということで、答弁にかえさせていただきたいと思います。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 大山町の小学生の数ですけれども、今が８１９人ですけ

ども、７年後には２００名減になり、６００人です。大山町の子供というふうな考え方

もあるかと思います。思い切った子育て支援をと私が言ったのは、だからどこでも悩ん

でいます。この近隣も全部悩んでいるので、思い切った子育て支援をと言っているわけ

であります。ですので、大山町で子供を育てる。昔は地域で何か昼御飯が食べれなけれ

ば家で呼んであげたり、そういうこともありました。そういうことは今はなかなかない

と思いますし、それから、子育て支援について、もう一つは、時間がないですけれども、

勉強した限りでは、住宅の助成もですね、３万円を超えるのを全部助成してあげると、

ここにある普通の民間住宅の、そういう支援の方法をとっておられます、三笠市は。ト

ータルで何とか大山なら大山町の子供は宝物だという考え方で支援しているわけです。

最後にもう１回、思い切った子育て支援をと私が今回初めて申し上げましたが、今の

まんまですと、町長の考えでは、商品券の話も余り考えてないということで、これまで

どおりということでしょうか。最後にお尋ねします。（「議長、休憩」と呼ぶ者あり）

一人ですから。（「進行」と呼ぶ者あり）お願いします。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 今、吉原議員のほうから思いの質問がございました。思い切っ

たということでありますけれども、それは単発的にですね、やっていくということでは

ないと思っております。先ほどお答えをさせていただきましたように、出会いの場から、

そして就学に至るまで、あるいは定住、移住定住対策、あるいは若い方がこの大山町で

起業していただくというようなこと、そうしたトータル的な捉え方の中で、この町、大

山町の支援策、それは大山町だけではなく、この西部の広域的な視点ということもあろ

うかと思いますけれども、いろいろな取り組みをトータルとして構築をしていきながら、

取り組みが進めていけたらなと思っておりますし、これから未来づくり１０年プランと

いうことにも入ってまいります。その中にもこうした思いを伝えていきたいなというぐ

あいに思っているところであります。以上です。

－８６－



○議員（12番 吉原美智恵君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで吉原美智恵君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は３時１０分といたします。休憩

します。

午後３時００分休憩

午後３時１０分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、１番、加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。そうしましたら、続ジェネリック医薬品について

ということですけれども、６月の定例会でも質問しましたけれども、改めてお聞きした

いと思います。

改めて聞きたいというのはですね、まず一つは、初めての一般質問で、非常に緊張し

て、聞きたいことが全く聞けなかったというのが一つと、それからもう一つはですね、

７月ぐらいだったかな、日本海新聞にですね、新しいデータが載っておりまして、その

ことに基づいてちょっと今回質問させてもらいたいと思います。

平成２４年度のジェネリック医薬品の平均利用率は、本町では、６月の答弁では約２

２％とのことでした。一方ですね、新聞に載ってました厚生労働省の統計によれば、国

での平成２３年９月時点での普及率は約４０％と発表され、平成２９年度末までに６０

％以上を目標に掲げています。

そこで、以下の２点について聞きたいと思います。

まず１番、２２％と４０％、これは啓発不足ではないかなと感じるんですけれども、

どう考えておられますか。

２番目、現状、厚生労働省発表の数値とは大きな差がありますけれども、厚生労働省

の目標に近づくためにも、町内診療所での院内処方を急ぐべきではないかと思いますが、

いかがでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。加藤議員より、１点、続ジェネリック医薬品についてと

いうことの御質問をいただきました。お答えをいたしたいと存じます。

初めに、啓発不足ではないかと感ずるが、どう考えるかということについてでありま

す。

議員の示されましたジェネリック医薬品を平成２９年度までに６０％以上普及を目指

すということにつきましては、厚生労働省が平成２５年４月に発表した後発医薬品のさ
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らなる使用促進のためのロードマップに掲げられている目標数値であります。ジェネリ

ック医薬品の普及を目指し、厚生労働省は、平成１９年１０月に後発医薬品の安心使用

促進アクションプログラムを策定いたしておりまして、この計画での普及目標は、平成

２５年３月末までに国全体で３０％にするというものでしたが、推計では２５．６％に

とどまっております。

なお、本年６月の定例議会でお答えをいたしました平成２４年度における本町普及率

２２％は、国保被保険者にかかわる数値であります。

現在取り組み中であります平成２５年４月発表のロードマップでは、普及率の算定方

法を国際的に比較が容易にできるよう変更いたしておりまして、新しい算定方法による

普及率を新指標、平成１９年策定のアクションプランで算定された普及率を旧指標と区

別しているところであります。旧指標の平成２４年度の国保被保険者の本町普及率２２

％を新しい算定方法で計算しますと３２．８％となります。また、平成２５年９月まで

の普及率は新しい算定方法で３５．６％となっておりまして、昨年度に比較して、若干

ではありますが、ふえている現状であります。

啓発不足ではないかとの御指摘でありますが、本町では、利用促進の啓発として、国

民健康保険加入者へジェネリック医薬品希望シールを被保険者証更新のときに配布をし、

また、高血圧症などの長期にわたり服薬されてる方へのジェネリック医薬品に切りかえ

た場合の差額通知の年２回送付、また、町報での切りかえ啓発記事の掲載など取り組ん

でいるところでありまして、これらによりジェネリック医薬品の普及が進んだものと考

えているところであります。

今後一層の普及のために、これまでの実績を精査しながら、より効果的な啓発に取り

組んでまいりたいと存じます。

続きまして、町内診療所で院内処方を急ぐべきではないかということについてのお答

えでございます。お答えであります。

６月議会での御質問の中には、院内処方が進まない理由として、医薬品の管理労力の

増加や医薬品の保管スペースの確保が困難であることなどを答弁いたしたところであり

ます。その後、診療所長とジェネリック医薬品の院内処方について話し合い、在庫の医

薬品の中で置きかえが可能であるものについては順次対応しているところであります。

また、診療所での院内処方ではなく薬局での院外処方では、ジェネリック医薬品への

代替も進んでおります。ジェネリック医薬品を希望すれば新薬にかえて処方されますの

で、患者の御理解を得ることができるものについては院外処方としております。

国の方針でもありますジェネリック医薬品の普及につきましては、医療費の低減のた

め、今後も推進してまいりたいと存じますが、町内診療所におきましては、診療所の立

地場所や保管スペース、診療体制など条件が異なっておりますので、医師と協議を続け

ながら、院内におけるジェネリック医薬品処方への対応を図ってまいりたいと存じます。

以上で答弁にかえさせていただきます。
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○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。私、この新指標、旧指標、ちょっと存じ上げませ

んでして、御丁寧に説明していただいてありがとうございます。

まず１番目の啓発不足ではと感じるがということに関してはですね、やはり２２％が

約３３％になったとしてもですね、国の平均値４０％と比べるとですね、非常に少ない

と。で、さらにですね、なぜ啓発不足ではないかなと感じたかという理由がちょっとあ

りまして、まず年配の方は高い薬のほうが効くんじゃないかって思われている方がおら

れる。と申しますのも、実はここの議場の中におられる出席者の方のお母様がそうおっ

しゃっておられましてですね、そういうような状況だから、詳しくない方にとってはま

だ全然ジェネリック医薬品がどういうものかというのは伝わってないんじゃないかなと

いうふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさん住民の方はおられますので、中にはそういう方もおら

れるのかなというぐあいに思うところであります。できるだけ広報やいろいろな場面で

の周知、図らなければならないかなと思っているところであります。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。そのように、もうちょっと工夫をしてですね、ジ

ェネリック医薬品の効用というかですね、安いだけがメリットじゃないんだというとこ

ろもですね、宣伝していただければと思います。

２番目ですけれども、このですね、新聞の記事にはですね、数量ベースの話だけでは

なくてですね、目標どおりに普及をすれば幾ら削減できるかという試算も載ってまして

ですね、４０％から２９年度末までに６０％以上の目標、目標どおりに普及すれば５，

３００億円の医療費というか、薬剤費が節約できるということになっとるんですけれど

も、この５，３００億円を１億３，０００万人で割って、本町の１万７，０００人に掛

けたとしますね。そうするとですね、約６，９００万円の削減になるんです。で、これ

は４０％を６０％の試算で約６，９００万円。３３％から考えるとですね、もっと大き

な削減になるのではないかなと。これはですね、前回６月で答弁いただいた管理労力の

増加というのにもですね、人員をふやすことででも対応できるんじゃないかっていうよ

うな数字だと思うんですけれども、いかがお考えでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきたいと思いますが、ジェネ

リック医薬品に対しての普及率ということでありますので、そのような算出にはなかな
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かならないのではないかなと思います。担当のほうから答えさせていただきます。

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。

○保健課長（後藤 英紀君） 御質問にお答えさせていただきます。

先ほどございました、町では６，９００万円の差額が出るのではないかと、これは４

０％から６０％になった時点での話ではということではありますけども、町といたしま

してもそのように医療費の削減に向けて、ジェネリックの使用につきましては、それが

多くなるように、そういった啓発も努めていきたいというふうに思っております。

また、院内処方について、そういう人員の労力をふやすことによって対応できるので

はないかということにつきましては、診療所の中での会計というものもございます。ま

た、ジェネリックにつきましては、町内でも民間の医療機関もございますし、そういっ

たところも含めまして、国全体といいますか、町全体、国全体でそういうふうに新薬か

ら後発のジェネリックにかえていくような動きが加速しましたら、そういうふうに削減

のほうも可能となってまいりますので、そういうのにあわせまして、町のほうでも普及

のほうを努めてまいりたいと思います。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。それとですね、今ですね、診療所で順次対応をし

ているということで、診療所の中で院内処方を、ジェネリック医薬品の院内処方をされ

るようになったとのことですけれども、これってすごく大事なことなんじゃないかなと。

どこかで報告する場というのは設ける気はないのかなというのをちょっとお伺いしたい

と思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。

○保健課長（後藤 英紀君） 薬の処方につきましては、医師のほうから患者に対して処

方されますので、その時点でジェネリックのことにつきまして説明をいたして、切りか

えを促進していけばというふうに考えておりますし、また、広くまた広報につきまして

は、また検討をしてまいりたいと思います。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。そしたらですね、例えばの話なんですけれども、

薬を手に入れるというのはですね、４つ選択肢があると思うんですよ。まず、病院で処

方箋をもらって薬局に行って、新薬をもらう。新薬というか、先発医薬品をもらう。そ
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れから、同じようにジェネリック医薬品をもらう。で、そうではなくて、病院内でジェ

ネリック医薬品、それから先発薬、この４つの方法があってですね、一番安く上がるの

はもちろん院内でジェネリック医薬品をもらう場合で、高い場合は薬局で先発薬をもら

う場合ということなんですけれども、仮にジェネリック医薬品を院内、院外でもらう場

合ですけれども、それが先発薬でもいいんですけれども、例えばですけれども、かゆみ

どめの内服薬、飲み薬を１種類、１４日分、それから外用剤、いわゆる塗り薬で、２剤

をまぜたものですけれども、を処方してもらって、月２回通院して１カ月飲んだり塗っ

たりするという場合にですね、どのぐらいの差が出るかというとですね、薬代は別とし

てですね、５，０６０円ぐらい差が出ると。３割負担だとすると、患者さんの３割負担

は１，５１８円、残りの７割、誰が負担するのかというのは考えてもらえればわかると

思うんですけれども、これに加えてジェネリックと先発医薬品とで差が出るわけですよ。

財政的な面だけではなくてですね、やっぱり住民、患者さんのことも考えた啓発や、そ

れから普及をお願いしたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。診療所の現場のことでありますので、担当より答えさせ

ていただきます。

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。

○保健課長（後藤 英紀君） 院内でのジェネリックの処方についてでありますけども、

ジェネリック医薬品につきましては、いろんな種類といいますか、ありまして、高いも

のから低いものまでさまざまにございます。そういった中で、患者さんに対しましては、

その中で医師が一番効果があるであろうという薬を処方するものであります。したがい

まして、それが先発薬であるかジェネリックであるかにつきましては、そのときの医師

の判断にはなるかと思いますけども、町長が答弁いたしましたように、院内にジェネッ

クを置くということになりますと、その薬を複数置く必要も出てまいりますので、その

あたりが保管スペースの関係で難しい面もあるということであります。ただ、答えてま

いりましたように、できるだけ医療費は低減の方向に向けたいと思っておりますので、

そういったことを一つ一つ診療所と話し合いながら、普及のほうを進めてまいりたいと

思っております。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） はい。私がね、一番言いたいのはですね、基本的には名

和診療所なんですけれども、この状況を考えていただければわかると思うんですけれど

も、薬局がないから院内で処方しているのではないかと思うんですけれども、これはち

ょっといかがでしょうか。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。

○保健課長（後藤 英紀君） 議員お見込みのとおりでございます。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） そうするとですね、ジェネリック医薬品、何でも、さっ

き言った４種類の手に入れ方の中でですね、どの方法でもジェネリック医薬品が一番安

上がりになるかというと、そうではないわけですよね。例えば薬局でジェネリック医薬

品をもらう場合と、それから院内で先発薬をもらう場合と、逆転する現象というのもあ

るわけで、そこら辺のところを考えてですね、スペースがないというのを言いわけにさ

れるとですね、ちょっと住民さんから見れば、おまえらふざけてるのかという話じゃな

いかなという気はするんです。ですので、確かにすぐにというわけにはいかないでしょ

うけれども、なるべく６０％という国の目標を上回るぐらいの考えでやっていただきた

いと思うんですけれども、いかがでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。診療所の先生方含めて、看護師さんも含めて、本当に精

いっぱい患者さんの思いを持ちながら対応していただいております。ふざけてというこ

とはありませんので、そのことについては御認識を改めていただきたいというぐあいに

思います。

対応につきましては、本当に限られたスペースの中で、医師も含めて精いっぱい対応

している現状でありますので、そのことについて、どうぞ御理解を賜りたいと、その中

でのジェネリック医薬品への対応、これもしっかりと担当課も含めて進めていくという

ことを申し上げておるところでありますので、御理解を願いたいと思います。

○議員（１番 加藤 紀之君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 加藤紀之君。

○議員（１番 加藤 紀之君） じゃあ最後の質問をさせてもらいます。

国の２９年度末の６０％以上の目標、本町ではずばり何％ぐらいとお考えでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。
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○保健課長（後藤 英紀君） 国の目標は６０％であります。町につきましても診療所な

りと話をしながら目標数値などにつきましては検討してまいります。

○議員（１番 加藤 紀之君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） 以上で１番、加藤紀之君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、５番、遠藤幸子君。

○議員（５番 遠藤 幸子君） はい、議長。５番の遠藤です。通告書に従いまして、１

問、町長に質問いたします。

各地域でそれぞれの地域に合った活動、取り組みをしているまちづくり地区会議、１

１月３０日には高麗地区のふれあいの郷かあら山が１周年の感謝祭を開催され、参加さ

せていただきました。手づくりの、とっても和やかな雰囲気のいい会でした。

私も１０月から地区会議のほうへ参加させていただいております。その中で感じるの

は、今、中心的になって活動していらっしゃる人たちは５０代から６０代、５０も前半

じゃなくて、割合後半に近い方が多いように見受けます。

その会議の中でいろいろ感じたことなんですけども、住民の人たちにはまだまちづく

り会議自体が理解ができていないんじゃないかなという場面に結構出会いました。そこ

で、次の２つのことを町長にお尋ねします。

町長の考えるまちづくりとはどういうものでしょうか。

２つ目、地区会議の今後のあり方、どういう方向を向いていくのを考えていらっしゃ

るかお尋ねします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。遠藤議員より、１問、まちづくりとまちづくり地区会議

についてということで御質問をいただきました。

まず１点目の町長の考えるまちづくりとはということについてでございます。

人口減少、少子高齢化、生活様式や価値観の多様化、地域の連帯感の希薄化などの要

因によりまして、近年は地域のコミュニティー活動の維持や継続が次第に困難になりつ

つあるというぐあいに認識をいたしております。

しかし、身近な地域の住民同士がお互いに助け合って、そして支え合う地域であり続

けることは、安全⋞安心を目指す大山町にとって、将来にわたり決して欠くことはでき

ません。したがいまして、これを維持するための社会システム、これを地域の中に再構

築していく必要があると考えているところでもあります。

そのために、私は、まず各集落や自治会を元気にしたいと考え、就任以来、当初から

集落に軸足を置くまちづくりを標榜し、各種の施策を講じてまいったところであります。

しかし、現実には、単独でのコミュニティー活動が困難な集落もふえつつあることも確
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かであります。こうした中で、集落や自治体単位では対応できない部分をカバーするた

めのシステムとして、旧小学校、これを単位とした地域自主組織の取り組みを並行して

進めてきたところでございます。まちづくり地区会議の取り組みであります。

なお、このような組織の取り組みにつきましては、平成２２年３月に議会が出されま

した地域自治組織調査特別委員会報告書にもその方針が明記されているところでありま

す。今後も引き続きその推進に努力してまいる所存であります。

２点目のまちづくり地区会議の今後のあり方はということについてであります。

現在、町内の旧校区単位の１０地区のうち、高麗地区には地域自主組織かあら山が、

また、そのほかの９地区におきましてはそれぞれまちづくり地区会議が設置されている

ところであります。地域自主組織ふれあいの郷かあら山では、サロンの開催や地域の歴

史や文化の掘り起こし活動、また、各種のイベントなどが継続的に行われております。

ほかの地区におきましても、地域自主組織の立ち上げの動きがあったり、防災活動や清

掃活動、ふれあい祭りなど、それぞれの地域の課題の解決に取り組む活動が行われてき

ているところであります。

これからは経済が右肩上がりに成長する時代の再来を望むことはできません。これか

らさらなる人口減少によるところの税収減や交付税の減少を考えてまいりますと、今後、

町の機能そのものも小さくならざるを得ないというぐあいに思っているところでもあり

ます。したがいまして、これまで行政のほうが担っていた公的な機能のうち、地域でで

きることは地域にお任せをしていく必要があると考えてもおります。地域自主組織がそ

の受け皿になっていただくことも、これに期待する機能の一つであります。

さて、遠藤議員さんからは、まちづくり地区会議の今後のあり方はということであり

ますが、私といたしましては、各地区のまちづくり地区会議が、先行しておりますとこ

ろのふれあいの郷かあら山、これを一つのモデルとして、それぞれの地区に合った地域

自主組織の設立、これを目標に掲げながら進んでいきたいなというぐあいに思っている

ところでもあります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 遠藤幸子君。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 大山地区の地区会議も１２月８日、防災訓練をしました。

この日は天気もよくて、いろんなイベントがあちこちであったものですから、参加の人

数は少なかったです。その後でいろいろ反省、おとといの夜、反省会をしたのですけど

も、その中で出た委員さんの反省の中に、自分はもう５年もまちづくりの委員をしてる

けど、最初、スタートしたときからちっとも変わらない。進行、どんなふうに進んでい

るかわからない。それから、もう一人の方は、やはり目標、進む方向がわからないから、

今やっていることはイベントをするだけの会、そんなふうに受け取れるみたいな発言が

ありました。私もまだきちんとした委員会、会議ができてないものですから、さっき町
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長がおっしゃったかあら山をモデルにしてという気持ちはわかるんですけども、あそこ

はいろんな努力の結果でしょう、結果もありますけども、いろんな意味でちょっとまね

のできない部分があるんじゃないかなと思います。まず、私たち大山の地区会議の中に

は、はっきり言って、一番若い方で４０代ですか、その方が１人、副会長で入って、い

ろいろ若い力を発揮していただいておりますけども、あとの委員さんというのは、集落

から１人ずつの代表と、それと別に地区会議が承認した委員さんというのが五、六人あ

りますか、そういう中の運営ですから、なかなかまとまらないのが今の現状です。職員

の方が一応質問に答えて説明してくださいますけども、マニュアルどおりの説明で、や

はり町長の思いというのが届いていないと思うんですよ。さっき同僚が言われたですけ

ども、やはりちょっと地区会議のほうにも顔を出していただいて、思いというのを伝え

ていただきたいなという思いを持っております。

それと、５年もやってて変わらないという委員さんもいらっしゃるんですけども、去

年ですか、総務省のほうから来ていらっしゃった、内閣府から来ていらっしゃった赤井

さんがいろいろ、短期間でしたけどもいろんなことを提案しながら、まちづくりの会議

をここまでしてくださった。やっぱり何か勢いというものが必要じゃないかなと思いま

す。それぞれの地域でそれぞれ住民の方の考えも違いますし、そこに参加している方の

年齢、考え方、やっぱり違いがありますから、モデルはそうだといっても、やはり自分

のところに持って帰ってできることというのは限度があると思います。ですけども、や

はり方向性がわかって、このあたりでこういう格好にしていきたいな、こういうふうに

やっていかないといけないなという何かをみんなが感じたり、町長の考えをわかれば、

もう少しスピードを上げていろんな会も進むんじゃないかなと思います。そのあたり、

町長はいつごろをめどにこの地区会議、きちんとした格好になるのには時間がかかると

は思いますけども、もう少し、こんな格好にこの時期になれるよう、この時期にはこう

いうふうにやりたい、そういう思い、お持ちだと思います。そのあたりをお聞かせくだ

さい。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。それぞれの地区会議のほうで、本当に委員さん、一生懸

命活動していただいて、御苦労していただいているという状況の、また今の議員さんの

お話の中で感じさせていただいているところであります。

いろいろな地区でですね、いろいろな課題があって、取り組みのパターンが異なると

いうことは当然だろうと思っております。１点、自分自身が常に考えておかなければな

らないことだと思っておりますのは、このまちづくり地区会議が進む中で、行政のほう

が余りにも強い視点の中で入っていくことによって、委員の皆さんや、あるいは地域の

皆さんが、このまちづくりの地区会議の取り組み、地域自主組織、それが行政の下請機

関という視点になってはならないというぐあいに思っております。やはりみずからが自
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主性を持って地域の課題解決に向けて取り組んでいただく、そうした歩みの中でこの取

り組みがまさに地域自主組織という位置づけになっていかなければならないと思ってお

ります。その点で、ある面、強力に、積極的に入っていくことによってのやり方によっ

てですね、行政の下請の機関というような捉え方にならない、このことをまず１点、私

の思いの中に置いているところであります。

そうしたことを踏まえてですね、いろいろ御苦労を抱えておられる中で、行政のほう

からいろいろなパターンの御提示や、あるいは御苦労されております方向性等について、

いろいろと御意向や、あるいはお話をいただくということでありますれば、また担当部

署のほうからもいろいろな事例を整理させていただいたりして、方向性や、あるいは検

討していただくいろいろな手段として提示をさせていただくことは必要な時期になって

きているのかなと思っているところでもあります。戦略室長でありました赤井室長もそ

うした視点を持って、それぞれの地区会議の中で、先行していただいているところには

お話に入ったりしている経過の中で、結果としてそれぞれの活動が進展してきているの

かなと思っているところであります。御指摘の御意見をいただきながら、担当のほうと

もですね、相談をしながら、提案をさせていただく、あるいは働きかけをさせていただ

く内容について、検討してまいりたいなと思っているところであります。

○議員（５番 遠藤 幸子君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 遠藤幸子君。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 町報に赤井さんが書いていらっしゃる、これを何回も読

んだんですけども、本当にまちづくりって何だろう、どういうふうなのがまちづくりだ

ろうっていうふうに何度も思ったんですけども、この中で、まちづくりとは、自分の地

域のことは自分たちでよくしていこうとの思いを共有し、近所、集落間、地区の間で支

え合いの仕組みをつくれば、人口が減少しようが、高齢化が進もうが、住んでいて楽し

い町、安全⋞安心に住み続けられる町にできるのではないか、それを感じたと赤井さん

は書いていらっしゃるんですけども、これがまちづくりかなと思いながら読ませていた

だきました。

ですけども、今、自分の周りを見渡して、本当、若い方が少ない。若い人が少ないか

ら何もできないのではないんですけども、やはりこれから、今、団塊の世代、５０、６

０が１０年先になったときにどれだけの考え方、動きができるんだろう、それを考えた

とき、やっぱりちょっとでも早く何かの形、方向性、そういうものを、自分たちの地域

に合ったそういうものを見つけていかないといけない。だけど幾ら会を進めても余りこ

れという進み方、進め方というのがないように感じるものですから、何か町長として、

こういうことを、こんなふうに考えて、こんなことはどうだろうかみたいなヒントでも

あれば、またそれを持ち帰って、職員の方、委員のみんなで話ができるのになと思った

ものですから、そこらあたりをもう少し考えていただいて、何かありませんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） まちづくり地区会議等のほうでいろいろな取り組みをしていた

だいております。祭りをしたりという、あるいは防災の取り組みをしたりということで

ありますけども、基本は、私は、今、本当に地域の中で出会う機会のなかった方々を少

しでも多くそういったイベント、催し物に参加をしていただいて、まずは人とのつなが

り、地域とのつながり、それを体感していただく土壌をつくっていこうということが、

いろいろ取り組みをしていただいている私は基本のベースにあると思っております。集

落のほうの区長さんや自治会長さんとの連携、これもまちづくり地区会議の方々が取り

組みを進めていく中で、どうしても協力を得なければならない一つのセクションでもあ

ります。地域の課題を解決するために、あるいはイベントを実施するために、その広報

や話をしていく中では、やはり集落の代表であります区長さんや自治会長さんの御理解、

御協力やお世話があって、たくさんの方々が参集できるということだろうと思っており

ます。まだまだそこの環境、そういうステージに到達されてないまちづくり地区会議も

ございます。一つ一つの積み重ねを進めていくことによって、それが浸透していって、

活動が認識されていくということもあろうと思いますし、先ほど御指摘いただきました

ように、行政のほうからある面での課題の素案としての提案、投げかけ、その中から皆

さんが検討していただいて、やっていくものを事業として加えていただくということも

あろうと思っております。

若い方がなかなか出てこられないという御苦労もあろうと思いますけども、私も組織

活動をいろいろしていく中で、やはり会長、副会長、あるいは幹部会、幹事会の中で、

いろいろな思いがあります。課題があります。交流の事業であったり、定住の関係であ

ったり、防災の関係であったり、あるいはイベントの関係であったり、産業の関係であ

ったり、子育て支援、そうした課題課題について、やはり一つ一つの部会、分科会、委

員会、そうしたものをつくっていく中で、その中に若い方が参加をしていただくセクシ

ョンもつくっていただく。そうしたものを一つ一つ積み重ねていく中で、老若男女、い

ろんな方々が一つ一つそれぞれの抱えている中で動きを、あるいはアイデアを、そして

行動を、それが全体に広がっていくような形になっていくということが、この組織活動

の中での流れではないのかなと思っております。

ただ、そこに行き着くには、やはりその活動を理解をしていただいたり、あるいは発

信をしていただいたり、今、集落のまちづくり地区会議で一生懸命広報活動として、ま

ちづくり通信を発行しておられます。私は、この取り組みについて、赤井室長にもぜひ

とも活動をしっかりと承知してもらうためには広報活動が大事だということで話をし、

それがどんどん広がっていった経過もありますし、特に町報においてもトップページの

中にまちづくり地区会議の活動ということをずっと見開きの最初のところに置いて、こ

の活動の状況をたくさんの方々に周知していただくような取り組みも継続して今いると

ころであります。時間はかかるかもしれませんけれども、そうした取り組みを進めてい
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く中で、やはり先ほど議員がおっしゃいましたように、自分たちの地域を自分たちでよ

くしていくという、その赤井室長が思いを語ったそのベースと同じようにですね、行政

と皆さんと一緒になって、地域の課題解決に向けて、あるいは元気な安心⋞安全の地域

づくり、まちづくりに向けて取り組みを進めていけたらと思っているところであります。

御苦労されている部分について、非常に活動に敬意を表させていただきますし、感謝

を申し上げていただきますけれども、御苦労していただいているということについても、

私どもも本当に方向性ということの中での御苦労があるとするならば、いろいろなこう

したやり方、こうした取り組み、そうしたものについてですね、たたき台、たびたび言

いますけども、あくまでも決定していただきますのは地域の皆さんであります。その素

案になるものとしての提示はさせていただくことも必要になってきたかなと、あるいは

必要であるというぐあいに思っているところであります。これからもよろしくお願い申

し上げます。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 遠藤幸子君。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 町報の７月号にアンケートのまとめが載っております。

これの中で、大体まちづくり地区会議、やはり地域に危機感を感じるから始まった取り

組みだと思います。その中でアンケートをとられて、それをまとめた中の不安であると

いう理由の中に、地域の将来像が具体的にイメージできない、こういう１行あります。

やはり目的がないと、ただ今が楽しくできたらいい、あしたが楽しかったらいい、それ

だけじゃあ地域は活性化していかないですし、それは続かないことだと思います。やは

り目標があって、それがいつごろまでにできたらいいなという思いが持てたら、まちづ

くり会議ももっと進むんじゃないかなと思います。

私の質問は以上で終わりますけども、町長、もう一度、これからのみんなを引っ張っ

ていくという力、行政が押しつけじゃなくて、町長についてきてほしい、そういう思い

が伝わるような一言、何かお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。議員のほうからいろいろなお話をいただきましたけれど

も、まちづくりの基本、これは、いろいろな地域によっていろいろな課題があります。

その課題解決に向けて、そして自分たちが住んでいる地域、集落、町、それをしっかり

と次の世代につなげていくということであります。大山町は本当に国立公園大山の頂上

から日本海まで有する本当にすばらしい資源のある町です。大地にもたくさんの農産物

があります。おいしい水、いろいろな観光資源あります。そうした恵まれたこのすばら

しい魅力のある資源をしっかりとみんなで磨いて、輝かせて、全国に光り輝ける私は町

だと思っております。そのためにみんなで一緒になって取り組みを進めていく。その方

向の中にいろいろな上り方があるということであります。その上り方に向かっては、そ
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れぞれでお互いに苦労しながら、汗をかきながら、あるいは夢を描きながら進めてまい

りたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

○議員（５番 遠藤 幸子君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで５番、遠藤幸子君の一般質問が終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は４時１０分といたします。休憩

します。

午後３時５９分休憩

午後４時１０分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、６番、米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） はい、議長。実は私がきょうの一番最後になるとは思っ

ておりませんでしたので、本来、８番目ということで、あしたの予定だということで、

インターネットのほうにもですね、私はあすの１番ですからという書き込みをしており

まして、大勢の方がそのように注目されているかというふうに思いますが、きょうにな

ってしまいました。ごらんの皆さんには大変申しわけないと思いますが、ひとつよろし

くお願いいたします。

私は、今回、３問質問させていただきますが、この内容につきまして、町長にちょっ

とお願いがあります。片や予算的にどうするか、最終的に施設はどうするかというよう

なことを聞きながら、最後にはそういった施設をどんどん使っていけというような質問

になろうかというふうに思っております。優柔不断という言葉がありますが、私みたい

な者がそういったものに合致するかというふうに思いますけども、答弁のほうは整合性

がとれるきちっとした答弁でお願いしたいというふうに思っております。

それでは、１問目から質問させていただきます。平成２６年度予算編成の考えはと題

してお聞きしたいと思います。

本町の財政は、自主財源も少なく、よく３割自治と言われますが、今、大山町の、本

町の場合、３割を切っているような状況だと思います。単町事業が十分に実施できるか

といえば、なかなか難しいと感じております。今後、合併特例債などの交付税措置が減

少していくと、今までの事業はできないばかりか、その返済に充てる予算が重くのしか

かってくると思います。町長は、この任期中にはその道筋も立てることも責務だと思い

ますが、将来を考えたとき、平成２６年度予算編成に当たって、どのような事業をやっ

ていくのか、また、どういうふうにして公債を下げていくのか、そういったお考えがあ

るのでしたらお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。米本議員より、３点の質問をいただいておりますが、そ

の中の１点として、２６年度予算編成方針の考え方はということの御質問をいただきま

した。

まず、国におきましては、平成２６年度の予算編成に向け、８月に中期財政計画と平

成２６年度予算の概算要求基準が閣議決定されました。これらを受けた９月４日現在の

国の概算要求額は、一般会計の総額が約９９兆２，０００億円、地方交付税の概算要求

額は、地方公共団体への交付ベースで１６兆７，６５４億円が要求されております。総

額では１兆２，４９２億円の増額、地方交付税は１，６６７億円の減額となっておりま

す。また、１０月１日に安倍首相、総理が、平成２６年４月１日から消費税率を５％か

ら８％へ引き上げることを表明されているところであります。

本町におきましては、国の財政が厳しい中、歳入の約半分を占める地方交付税の動向

が不透明であり、さらに生産年齢人口の減少や、地方経済の厳しい今日、大幅な税収の

増は見込めない状況と思っております。また、制度の充実により社会保障費が年々増加

しているということや、過疎地域指定によりますところの過疎債、これの発行の増によ

り公債費が高い水準にあることなど、決して楽観できる財政状況ではないというのが現

状であります。また、平成２７年度からの普通交付税減少を踏まえ、今後さらに厳しい

財政状況となることが予想されます。そのため、例年は予算編成方針のみ示しておりま

したが、今年度は予算編成方針の説明に加え、本町の財政状況や今後の見込みなどにつ

いて、担当課を招集をし、説明会を開催し、職員の現状認識を深めたところであります。

こうした現状でありますが、町にはさまざまな行政課題が山積しており、そのような

中、本町が将来にわたって持続可能な財政基盤を確立するため、引き続き行財政改革等

による財政健全化に向けた取り組み、行政評価を活用した事業の見直しや、選択と集中

による限りある財源の効果的、効率的な行財政運営を推進していく必要がございます。

また、一方では、大山の恵みという豊かな資源、財産を生かし、町民が安全で安心し

て暮らせる、そして若者が住み続けたいにぎわいのある元気な町、この実現が必要であ

ります。その取り組みとして、５つのテーマを掲げております。１つは、みんなでつく

る未来の大山町、２つ目に、子育てしやすく、若者定住、教育文化度の高い町づくり、

３点目に、多様な資源を生かす元気な町、４点目に、人に優しく、安全⋞安心して暮ら

せる町、５点目が、財政的に安定し、持続する町、この５点の重点の課題を掲げて、次

の世代につなぐための施策を進めることといたしているところであります。

そのため、今年度の予算編成に当たりましては、質の改善、透明性の確保など、取り

組みを進めてまいり、過去の事務事業の進め方にとらわれることなく、柔軟な発想や経

営感覚によって、事務事業の見直し、コスト縮減、アウトソーシングの推進など、さら

なる行財政全般にわたる改革を進めていくこと、これを念頭に予算編成を行いたいとい

うことで求めているところであります。
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以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） ５点の重点課題と言われましたけども、これは町長が前

からずっと言っておられます、公約にも掲げられておられます内容でありまして、具体

的にこの内容の中身が聞きたいというふうに思っております。

先ほど答弁の中でですね、選択と集中、こういった事業の見直しをやっていくという

ことがあります。どういったものを選択されるのか。また、もう１点、今、本町では、

体育施設とか、いろいろと指定管理のほうに出しておって、アウトソーイング、大分進

んでいると思いますが、アウトソーシングですか、まだこれ以外に何がそういったこと

ができるのか、そういったところをお聞かせ願いたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。５点の項目につきましては、当初からの取り組み、そう

したことの継続を大きな柱としております。現在は、担当課から来年に向けての予算の

提案、提示、示し、担当レベルで今これから協議検討をする段階であります。以上です。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） この中に、アウトソーシングの推進などということであ

ったので先ほどお聞きしたんですけど、今、本町はいろいろと外部のほうに指定管理を

出しております。どういった、あと残ったところというと、どういったところを考えて

おられるのかということもお聞きしたんですが、その辺がちょっと答弁がなかったんで

すが、お聞かせ願えますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） ただいま具体的なものということですが、これはあくまで

も方針ですので、各課のほうでですね、これ以上にまだ委託に出せるようなものがない

かとかですね、そういうものを検討しなさいという方針ですので、これを出せというこ

とになりますと、具体的なもう指示になってしまいますので、これは、そういうことが

まだないか見直せという意味合いだというふうに御理解いただければと思います。以上

です。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。
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○議員（６番 米本 隆記君） それでは、ちょっと聞き方を変えたいと思います。

平成２１年度後半から経済対策ということで、各種いろんな交付措置がありました。

平成２２年度、ちょっとこれ、私のちょっと調べた資料で申しわけない。１２１億ちょ

っとですか、このぐらいの予算規模といいますか、なっておりますし、２３年度は１１

６億、１１７億近くですか、なってます。ところが２４年、２５年と、今のところは、

２５年度につきましては１２月補正の数字で１０７億ぐらいですね。昨年も同じぐらい

の年間の数字になっております。つまり交付税はどんどんどんどんやっぱり私は減って

くると、町長もそういうふうに認識持っておられます。減ってくると思うんです。そう

しますと、やはり交付税、減ってくる。そして公債費比率がどういうふうに変動するの

か。ちょっとこの辺、私はよく存じてないんですが、まだ、今後ですね、この公債比率、

大体目標的にどのぐらいのところにおさめられるのか、そしてそれはどの程度の年数と

いいますか、向こう何年ぐらいでどの程度ということがもし計画的につくっておられる

のか、まだつくっておられないんでしたら、こういったところがつくられる予定がある

のかないのかというのも教えていただきたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきたいと思いますが、公債比

率の目安ということについては、特に予算の、あるいは決算の分母の部分がですね、膨

らむことによって公債比率は減額いたしますし、分母が、額が少ないということになり

ますれば、公債比率はアップをしてくるということでありますので、このことに目安と

いうことではですね、なかなか定めがたいものがあるというぐあいに思っております。

担当のほうより答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 目安ということですけれども、単年度当たりのですね、公

債費の比率というのは一応目安が立つと思います。現段階でありますとですね、３カ年

平均で１６％以下になればですね、起債の借り入れ増が町のほうで許可をとらずにでき

るというような状況になりますので、３年間でいえばそういうものを目指していくとい

う形になると思います。

それから、先週ですね、伯耆町さんのほうで毎年、関西学院大学の小西先生という方

を呼ばれておりまして、その方の講演を聞きましたけれども、できればですね、単年度

１０％を切るような形、平均であれば１３％以下ぐらいですか、そのくらいを目指して

いかないと、特に合併市町村は厳しくなるというようなことを御教示いただきました。

その辺を目指していきたいと思います。目標数値は出せますけれども、あと、何ていう

んですかね、将来にわたっての計画となりますとですね、起債の借入額をある程度抑え

るということはできますが、先ほど町長も言いましたように、交付税の額でかなり変動
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してまいりますので、その辺は単年度の事業を見ながらですね、調整をしていく。大ま

かな目標数値は立てれると思いますけれども、きちっとしたものはなかなか難しいとい

うのがこの公債費の比率になると思います。以上です。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） いろいろ答弁もらいましたけども、町長のほうもですね、

各種事業とかそういったことを見直さないけんということと、いろいろ今までやってき

たが、取り組みがそのままできるわけでもないですよということをちゃんと言っておら

れるわけでございまして、やはり今、大山町、本町が抱える問題というのは自主財源が

少ないということが絶対出てくるというふうに思っております。そして交付税に頼らな

きゃいけないということも皆さん御存じのとおりだと思いますけども、実際にこの本町

がですね、今後どんどんどんどんまた人口が減ってきて、何ていいますか、税収も下が

ってくるようになってくる。そして今度は逆に福祉関係ですね、こちらに費用がかかっ

てくるようになってくると、本当に本町の財政というのはやりたくてもやれない状況が

出てくるんじゃないかなと危惧する、私はしております。そうはならないよというふう

に、ならないようにいろいろ努力はされとると思うんですが、やはりそういったところ

を見据えていくとですね、もう１点聞きたいのは、減債基金というのがありますよね。

これについては、町長、どういった認識、これをふやしていこうという考え方がある、

何かときにそれが使えるということでふやしていこうという考え方があるのか、それと

も今のままの基金の額で何とかなるんじゃないかというふうにお考えなのか、その辺の

ところをちょっとお聞かせ願いたいというふうに思うんですが。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 詳しいところは担当から述べさせていただきますが、これから

の運営ということの中で、基金の積み立てということについては、なかなか厳しいもの

があるんじゃないかなと思っております。目的を持って、あるいは制度的にですね、必

要に応じて基金を積み立てるという場合のものが生じた場合には、それはあろうと思っ

ております。先ほど申し上げましたように、基本的な考え方としては、公債費、議員お

っしゃいましたように、このことが大きなテーマだと思っておりますので、事業を進め

ていく中で、積み立てということよりも、借りている利子の高いもの、こちらのほうへ

の返済というものに重点を置いていかざるを得ないのではないかと、ケース⋞バイ⋞ケ

ースではありますけれども、そうした基本的な姿勢が必要じゃないかなと考えていると

ころであります。

担当のほうより答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。
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○総務課長（酒嶋 宏君） 減債基金を積むことにということですけれども、最近減債

基金を積んでおりましたのは、過疎ソフトを借りたときにですね、その返還に当たる部

分の一部を現在基金で積んでおったというふうに了承しております。承知しております。

この基金の償還につきましてはですね、昨年もございましたけれども、その年度の中で

余剰が出ましたら、その基金の返済、それから……。済みません。起債の繰り上げ償還

とですね、それから基金を積んでですね、財政的な余裕をつくるというようなことをし

ております。これもその年によりましてですね、地方交付税が入ってくる金額、それか

ら経済対策等で余剰の出る金額等がいろいろございますので、その状況を見ながらです

ね、適宜対応していきたいというふうに考えております。できるだけ起債は借りずにで

すね、借りている起債は早く償還して、余剰ができれば基金を積んでいくというような

形でですね、先ほど言いました研修会のときもですね、財政調整基金もできれば３割か

ら４割持つぐらいになれたら、この合併による起債、済みません。地方交付税の減収に

対しても対応できるのではないかというような話を聞いております。なかなか大山町で

は非常にそういうのは難しいと思いますけども、そういう形での対応に努めていきたい

というふうに考えております。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） いろいろと町財政も大変だと思いますけども、後世に胸

を張ったような行政運営をお願いしたいというふうに思いまして、２問目に行かせて、

に移らせていただきます。

町有施設の今後の方針はと題しましてお聞きしたいと思います。

合併前に旧町ごとに建設した施設は大体同じころに建設したものが多いというふうに

思います。ですから、老朽化も同じように進んでくるというふうに思っております。中

には大山支所や診療所のように新しいものもありますが、これは例外的というふうに考

えております。保育園の拠点化も進みまして、空き施設の有効活用は喜ばしいことでは

ございますが、旧町単位の体育施設などとあわせて、その維持管理費が今後ますます重

くのしかかってくるんじゃないかなというふうに考える次第でございます。古い施設が

これからどんどん使っていくとどうしても修繕及び改修、かかってくると思いますけど

も、やはりそういったことを考えときに、ちょっと先ほどのことと関連しちゃって申し

わけないんですけども、やっぱりいろんな町の予算、いろいろとそういったものを考え

ましたときに、やっぱり今からでもその施設をどうするのかという計画はつくるべきじ

ゃないかなというふうに思っておりますけども、町長のお考えはどうなのか、お聞きし

たいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） はい。２点目の質問であります町有施設の今後の方針はという

ことについて、お答えをさせていただきたいと思います。

質問いただきましたように、老朽化した施設の維持管理や使用しなくなった施設の解

体撤去などは、全国的に見ても大きな課題となっております。本町では、小学校の統合、

保育所の統合などにより、使用しなくなった施設について、旧光徳小学校については民

間での活用、赤松分校については校舎を撤去して、跡地を集落に売却、保育所施設につ

いては地域自主組織などにおける活用を進めてまいっているところであります。保育所

につきましては、これまでの質問でもお答えをいたしておりますように、まず、まちづ

くり地区会議あるいは地域自主組織での活用を検討し、使用されない場合は民間での活

用を進めるという順番で考えているところであります。

空き施設の有効活用は喜ばしいことだが、旧町単位の体育施設などとあわせ、その維

持管理費が重くのしかかってくるのではないかという御質問でありますが、廃校舎や廃

園した保育所施設は建築から年数が経過をいたしておりますので、今後、維持管理費は

増加してくるものと考えております。活用も必要でありますけれども、維持管理費、こ

の費用がかさむようになれば、また多額の修繕費が必要となるというようなことでもあ

ります。そうした場合があれば、ほかの町有施設などを利用していただくということを

検討し、古い施設は廃棄、撤去、こういったことを考えてまいりたいと思います。

また、旧町単位の体育施設につきましては、身近な施設として利用も多いと思います

ので、早目の点検を心がけ、施設の維持管理に努めるとともに、利用者の皆さんの声を

お伺いしながら、今後の施設のあり方、これを検討してまいりたいと考えております。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） 今、いろいろと新しい建物について、いろんな考え方を

お聞きさせてもらったんですけども、実は、要するに、今、いろいろの空き施設は有効

利用しようということで、いろいろと使っております。今後ですね、これをずっと使っ

ていくということになれば、いろいろとその使い道があるんですけども、必ずそこでそ

の施設が古くなれば、さっき答弁の中でもいろいろと場所を移ってもらいますよという

ことはあったかもわかりませんけども、やはり場所を移るにしても、大なり小なりまた

同じような建物が要るのかどうなのかということが絶対出てくると思うんですよ。そう

したときに、やはりこういったものについてはこうあるべきでないかというようなこと

を今からでもやっぱり考えていくべきじゃないかなというふうに思うんですが、例えば、

これ一つの例です。今、地域自主組織なんかでいろいろと保育所を使ってます。保育所

を使っているので、じゃあこれが本当に今のまま地域自主組織がずっと発展していった

場合に、じゃあその建物が必要だから、やっぱり地域ごとに何かをつくるんですかとい

うことも出てくると思うんですよ。これは究極になってしまいますけれども。でもやは
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り施設というのは、その建物がずっと使えるということは私はないと思いますので、い

ずれの段階でどうにかする。建てかえるのか、ほかに移るのか。ですが、移る場所があ

ればいいですけど、なければ建設ということになってくると思うんです。

その辺のところで、私は、今、町のことをいろいろ考えてみたときに、一番事業の中

で何が一番、何ていいますか、手っ取り早くといいますかね、予算が削減できるかって、

私は施設ではないかなというふうに思っておりますので、ですからその施設計画はどう

なんですかということをお聞きしているのであるんですけども、今現在ですね、例えば

施設を維持するために、町として費用的なものはどの程度使っておられるのか、もしそ

の辺の数字がおわかりでしたら教えていただきたいと思うんですが、もしそういうこと

が各課を横断してますからなかなかわからないということでしたら結構ですけども、総

務のほうでは何とかその辺のところは把握はされておるかというふうに思いますけども、

やはり金額によってどこがどういうふうに削減できるかということをやっぱり考えるべ

きでないかなというふうに私は思うんですが、その辺、町長の考え、どうでしょうかね。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。数字的なことでございます。通告にございませんでした

ので……。

○議長（野口 俊明君） ちょっと待ってください。

はい。

○町長（森田 増範君） 数字的な御質問をいただきました。通告にございませんでした

ので、担当より答え切れないのではないかと思いますけども、わかる範囲内の中で答え

をさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 申しわけありません。ちょっと数字は把握しておりません。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） 一つのいろいろと取り扱いといいますか、維持管理して

いく上で大変だと思いますけども、やはり一番お金かけないというか、維持管理してい

く上で大事なのは、早目早目に手だてしていけば、そこまでならないということも考え

られるかというふうに思います。やはり施設を長く使っていこうと思えば、気がついた

ときにそこで手だてをしてしまって、大きくならないときにいろいろと、何ていいます

か、修繕なりをしたほうが一番いいんじゃないかというふうに思っております。長くも

たせるためにはそうですね。ただ、そこのところで、町長も言われますけど、費用をか

けたほうがいいのか、やめたほうがいいのか、出てくるかと思いますけども、そのあた

りだと思います。その辺のところの見きわめはちゃんとされておると思うんですけども、

例えば、町長、ちょっとこんなことを聞いてなんですけども、町長が老朽化したなとい
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うふうな認識を持たれるということについては、先ほど例えば、何ていいますかね、修

繕費がかかるとかいうふうに言われますけど、どの程度の修繕費がぼんぼんかかるよう

になったらそれは老朽化してもう何とかというふうに思われるのか、もし町長の認識が

その辺のところ、もしありましたらお聞かせ願いたいと思うんですが。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。金額ということについての御質問をいただきましたけど

も、維持管理あるいは修繕の費用、いろいろあろうと思っております。多額であっても

非常に重要な位置づけの中で活用している施設についてはやはり必要になってくる場合

も出てくると思います。教育施設なんか特にそういった場面があろうと思います。金額

での判断ということではなかなかお答えしづらいものがあります。一つの事例の中では、

一般質問のほうでも御指摘をいただいておりますように、中山のほうでの旧庁舎、そう

したものの現状、活用してないということもあります。ただ、これもコストということ

がありますので、国のいい制度がないのかなということを思いながら、今現在に至って

いるというところであります。そうした思いであります。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） この施設についての考え方も大体町長の考えはわかりま

した。

それでは、３問目に移らせていただきます。町づくりの機能補完はということで、３

問目をお聞きしたいと思います。

昨年発足した高麗地区のかあら山は順調に取り組みが進んでいると感じております。

先ほどほかの議員もありましたけども、１１月３０日ですか、１周年記念されまして、

私も参加させてもらいました。本当に盛大にされていまして、結構だと思います。

私は、隣に公民館があって、連携が充実しているようには思うんですが、今、地域主

体のまちづくりが各地で進んでおります。先ほど吉原議員の質問でもありましたけども、

今年度また逢坂地区が、何ていいますか、取り組みをされると。それで、そのほかの５

地区も何かそれに続かれていると。どうも計算上、１地区が休眠状態かなというふうに

思うんですけども、事業を行うことに担当課のみならず、行政としても手助けする体制

というのはやはり必要だというふうに思うんですが、中山⋞名和地区のまちづくり地区

会議と一体となっているような公民館機能を、空き施設を利用して、配置して、成熟す

るまでお手伝いするというようなことはできないものか、町長のお考えをお聞きしたい

と思いますが。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） はい。３点目の質問でありますまちづくり地区会議の機能補完

はということの御質問にお答えをさせていただきたいと存じます。

この質問につきましては、吉原議員さん、そして遠藤議員さんのほうでも質問に対す

る答弁でもお答えをいたしたところでもありますが、現在、町内の１０地区のうち、高

麗地区では旧高麗保育所の建物を利用して、地域自主組織ふれあいの郷かあら山が立ち

上げられて活動しており、残る９地区にはそれぞれまちづくり地区会議があり、各種の

活動を行っておられるところであります。

ふれあいの郷かあら山では、去る１１月３０日に自主組織立ち上げの１周年を記念す

る会が盛大に開催されましたが、その際には米本議員のお姿もお見かけをいたしました。

順調に取り組みが進んでいるとの感想をお持ちとのことでございますが、恐らく当日行

われました各部会の活動報告や、住民の皆様が趣向を凝らしてさまざまな催しや手づく

りの料理などを通して、そのパワーに感じ入られたのではないかなというぐあいに拝察

いたすところであります。

さて、ふれあいの郷かあら山では、公民館活動を主な機能としたこうれいコミュニテ

ィセンターが隣接をいたしております。御指摘のとおりであります。このふれあいの郷

かあら山は、現在、地域自主組織の成果や課題を検証するためのモデル的な事業に取り

組んでいただいているところであります。文化的な活動や仲間づくりの活動は、公民館

機能と重なる部分もございます。したがいまして、お見込みのとおり、公民館とふれあ

いの郷かあら山が連携をして事業を行うことも当然にございます。

議員からは空き施設の活用という御提案がございました。そのことを含めて、今後も

互いに連携や補完ができるところにつきましては積極的に進められることを期待してお

ります。また、その中で、それぞれの役割や運営方法、あり方についても、できるだけ

合理的で効率的な方向性を見出してまいりたいと考えているところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（６番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本隆記君。

○議員（６番 米本 隆記君） 大山地区には、特に名和⋞中山地区はちょっと公民館方

式が以前から違っておりまして、名和⋞中山地区については中央公民館方式でありまし

たし、大山地区については各地区に公民館組織がありました。その辺のところのやっぱ

り連携といいますか、そういった違いもあったかというふうに思いますけども、やはり

なかなか進んでないというところはそういったところがやっぱり、行政との連携がうま

くいってないんじゃないかなというふうに思うわけでして、やはりそれをするために、

やっぱり公民館機能をそこに持ってもらって、やっぱり行政がそこに駐在といいますか、

そういった、駐在まではできないかもわからんですけども、そういったことはできない

かというのが私の今回のこの質問の趣旨でありまして、やはり何かあるときに事業とし

て、地域、地区会議がやろうということと、やっぱり、さっきも町長言われましたけど
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も、同じ連携するとこは絶対あると思うんですよ。そういったときにやはりその地区会

議と行政が一体になってできるということになると、やっぱりそこには公民館としての

機能は必ず私は要るんじゃないかなというふうに思っております。それでお互いに行政

との連絡、連絡といいますか、行政とのつながりを深めていけるというふうに思います

し、私はこれを全てずっとそこにそういった機能を持ってくださいとは思ってないんで

すよ。まず立ち上げ、町長もそうだと思うんですけど、立ち上げて、きちっとそれが機

能するようになれば、そこはもうそれでそういった地区会議のほうにお任せすればいい

と思うんですが、まずそういったことができる段階になるまでは、私は地区会議と行政

は連動するようなやっぱり公民館機能というのは必要じゃないかというふうに思うんで

すが、それについて、町長はどのようにお考えなのかお聞かせ願えませんか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。高麗地区のほうにございますこうれいコミュニティセン

ター、高麗分館ということでありますけども、その隣にふれあいの郷かあら山があると、

こういった非常に近しい状況の中でのかかわりの中で、一つの固まりとして、組織とし

て取り組んでいくような道筋、そうしたことはどうだろうかというような御提案かな、

お話かなというぐあいに感じたところでございます。非常に大切な私も視点だと思って

おります。この議員のほうからの御指摘、御視点、御提案、今後少し、実現できるかど

うかも含めてですね、教育委員会等も含めて検討してみてまいりたいというぐあいに思

うところであります。

○議員（６番 米本 隆記君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） 以上で米本隆記君の一般質問は終わりました。

ここで傍聴者の皆さん、議員及び管理職の皆さんにお知らせいたします。次の７番、

大森正治議員の一般質問の通告時間は６０分であります。本日は５時までに終了したい

と思いますので、本日の一般質問は以上で終了し、残りました通告順９番以降の議員の

一般質問は、あす１２月１３日に引き続き行いたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

⋞ ⋞

○議長（野口 俊明君） 本日はこれで散会いたします。御苦労さんでした。

午後４時４９分散会

－１０９－


